
No 道 場 名 参 加 人 数 合 計
29 上地流空手 道振興会 （大人） 2 5 名 ：（小人） 名 2 5 名
30 沖縄剛柔流泊手空手道協会 （大人） 5 2 名 i（小人） 3 0 名 1 3 2 名
31 琉球古武道琉捏会 （大人） 2 9 名 ：（小人） 名 2 9 名
32 沖縄拳法総本部 （大人） 3 1 名 ：（小人） 3 3 名 6 4 名
33 琉球小林流空手 古武道協会 （大人） 1 2 名 ：（小人） 8 名 2 0 名
34 沖縄少林流空手道連盟 （大人） 1 1 名 ；（小人） l O 8 名 1 1 9 名
35 沖縄屋比久流空手 辺 協会 （大人） 2 3 名 ：（小人） 名 2 3 名
36 沖縄県学生空手道連 盟 （大人） 5 7 名 i（小人） 名 5 7 名
37 琉球古武道消道会 （大人） 1 3 名 ：（小人） 2 7 名 4 0 名
38 金武町体育協会空手 道部 （大人） 名 ；（小人） 9 7 名 9 7 名
39 日 本空手協会松澁館 （大人） 4 1 名 ：（小人） 1 3 名 5 4 名
40 少林流国際連盟 （大人） 1 8 名 ；（小人） 7 名 2 5 名
4 1  少林流正道館空手 道 協 会 （大人） 2 名 ：（小人） 3 2 名 3 4 名
42 沖縄一心流空手道 協会 （大人） 3 7 名 i（小人） 4 7 名 8 4 名
43 沖縄空手道剛柔流心治館 （大人） 2 0 名 ：（小人） 名 2 0 名
44 小林流翁長空手道 （大人） 1 8 名 ；（小人） 名 1 8 名
45 プ ラ ジ ル小林流空手迫協会 （大人） 2 0 名 ：（小人） 名 2 0 名

合 計 2 ,  6 3 7 名 ： 1 ,  0 6 3 名 3 ,  7 0 0 名

（修了証） （参加証）
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(5) 空手道古武道安料展
琉球古来 ‘手 （ティ ー）＂ に、 中国武術の技 法 を取 り

入れなが ら 発展 し て 来たと言われる空手。 その200年以
上の歴史と系統、 主要人者の紹介か ら 、 それぞれの型
の特性、 鍛錬具や、 サ イ 、 ヌ ンチ ャ ク な どの武具の展
示な ど を行っ た。

日 時
平成2年 8 月 24 日～26 日

場 所

沖縄コ ンベンションセンター 会議棟

バネル展示

No 項 目 数R 提 供 備 考

1 写 真 バ ネ ル 23 

2 歴 史 的 説 明 バ ネ ル 3 

3 ポ ス 夕 30 守 礼 堂
4 巷 藁 I 久場川作武館
5 ヌ ン チ ャ ク 19 久場川作武館
6 棒 I 久場川修武館
7 ト ン フ ァ ー 3 久場川脩武館
8 釘： 3 久場川作武館
9 鉄 甲 I 久場川修武館
JO  節 根 3 久場川修武館
) )  ポ ス ク I 久場川作武館
12 棒 2 外 間 道 場
13  ト ン フ ァ ー 2 外 問 道 場
14  手 中 4 外 間 道 場
15  車 捧 I 外 間 道 場

パネル展示

No. 項 目 提

1 写 真 パ ネ ル 上 原 清 吉
1 写 真 パ ネ ル 外 間 哲 弘
1 写 真 パ ネ ル 金 城 政 和
I 写 真 パ ネ ル 宮 生 勝 哉
I 写 真 パ ネ ル 宮 里 栄 一
3 ポ ス タ ー 仲宗根 健 三
3 ポ ス タ ー 外 間 哲 弘
3 ポ ス ク ー 金 城 政 和
2 ピデオ テ ー プ 知 念 真 三
2 ピデオ テ ー プ 金 城 政 和
2 ピデオ テ ー プ 宮 里 栄 一

4 書 籍 長 嶺 将 真
4 書 籍 比 嘉 世 吉
4 書 籍 津 波 清

1 4 2  

1 6  鉄 ゲ 夕 I 外 問 道 場

17  ヌ ン チ ャ ク 4 文 武 館

18 棒 3 文 武 館

19 ト ン フ ァ ー 10 文 武 館

20 ＄又 I 文 武 館

21 鎌 2 文 武 館

22 ジ ー フ ァ ー 2 文 武 館

23 力 イ 2 文 武 館

24 ス ）レ チ ン I 文 武 館

25 ス Jレ チ ン I 文 武 館 石 製 品

26 テ ィ ン ペ ー I 文 武 館

27 鉄 柱 3 文 武 館

28 節 祝 I 文 武 館

29 錠 I 文 武 館

30 マ ン ジ の 3叉 2 文 武 館

31 馬 蹄 I 文 武 館

32 ム ー ゲ ー ヌ ン チ ャ ク 1 文 武 館

33 打 棒 I 文 武 館 ク ルマ ポ ウ

34 琉 球 棺 2 文 武 館

35 鍛 鰊 樟 1 文 武 館

36 杖 I 文 武 館

37 ロ チ ン I 文 武 館

38 短 棒 I 文 武 館

39 鉄 屑 I 文 武 館
40 健 集 球 1 文 武 館

4 1  チ シ 2 順 武 館

42 サ シ 2 順 武 館
43 担 I 順 武 館
44 丸 石 I 順 武 館

45 力 ミ 2 順 武 館
46 銅 像 1 順 武 館

供 備 考

本部御殿手古武術協会
沖縄県空手道古武道歴史資料館
久場川修武館
志道館
順道館
守礼堂
沖縄県空手道古武道歴史資料館
久場川修武館

久場川修武館
順道館
世界松林流空手道連盟
国際空手古武道連盟
沖 縄県教育庁



. (6) 空手サ ミ ッ ト
空手道 ・ 古武道 は、 沖 縄 が世界に誇る武芸文化であ

る。 その背景と な っ て い る沖縄の生活 ・ 文化 を含め て、
そ の魅力 を 国際交流と い う 大 き な視点の中で考え て い
こ う とい う シンポ ジ ュ ウム。 空 手 を 知 ら な い人で も お
おいに楽 し ん だ。

(1) 日 時

平成2年 8 月 26 日 13 : 00~16 : 00 

(2) 場 所

沖縄 コ ンペン シ ョ ン センター会議棟

「空手の科学 と 国際性」 中 村 完氏

沖縄の空手の先達やいま指専者として活躍 し て い ら っ
し ゃる指召者の方々 、 修業 を 重ね て いる皆 さ ん に 対 し、

畏敬の念 を 抱 く とと も に、 私の研究にご協力 い た だ き

感謝 し て お り ます。 今 日 は沖縄空手の発展につ いて会
場の皆様と一緒に考 え て い き た いと思います。 前半 は

空手が精神面に与 え る影響 を 、 後半で は沖縄空手道の
国際性につ い て 、 私 見 を 述 べ た いと思います。

空手道 は ヨ ガや 弾 に似 て 、 筋肉や呼吸を 意図的に コ

ントロール し ます。 それに付随 し て 、 心拍数や血行、
脳の機能 を も コ ントロー ル し よ う とする も のです。 空

手道 を は じ め た動 機 を ア ンケート調査 し た結果、 「身体

鍛練 ・ 健康維持」 を 上 げる人が最 も 多か っ た。 し か し、

修業の効果に つ い て は 「精神的鍛練」 を指摘する人が
多 く 、 「身体鍛練」 は次点で あ っ た。 こ れか ら も お分 り
の よ う に、 空手修業 を通 し て 自 己 コ ントロールが可能

に なるとい え ます。 具体的に は、 上肢と下肢の単純反
動作、 巻 き わ ら 突 き な ど の基本的訓練に よ っ て、 心と
動作、 呼 吸 が一体 と な り 梢神の集中が可能になるよ う
です。

型（形） は 、 最 も 力 が 強 く 出る よ う な手足の協応動
作な ど、 合理性に宮んでいます。 一方組手 は、 約束組

手が相手への信頼感 と 自 己へ の信頼感簑成共存の精神

を生み、 自 由 組手 が相手と の一体感、 臨機応変な対応

行動 を 培 い ます。 空手道の修行 は、 心身 の 自 己統御能
カの形成、 精神統一 、 共存 の精神、 心身両面の健康に

大 き な効果が現われ、 こ れ こ そ空手道の神髄と呼んで
いいと思 い ます。

つ ぎに、 外 国人空手家 が沖 縄の 空手道に何 を 求 め て
いるかと い っ た 国際性につ い て考て み た い のですが、

彼 ら は本場 ・ 沖 縄 の 空手 道 の 精神 を 求め て や っ て 来 て
いる。 そ んな 外部 か ら の 要 求 に 応 える た め に も 、 伝統

ある沖縄空手 を 正 し い形で普及 ・ 継承する こ とが頂要
だとお も います。 それに はまず、 国際的に示す こ とが

で きる資料とデータの蓄積が必要で し ょ う 。 それか ら

科学的研究による空手道の公共性、 普遍性の発見。 3

点目 に は、 沖縄空手の独自性と長所を明 ら かにするた
め、 近隣諸国の武道との比較研究を進め る こ と。 4 点
目 に異文化を理解する努力とその上で文化交流 を促進
す る こ と を提言 します。 なぜな ら 、 沖縄空手の素晴ら
し さ を世界に広め普及するためには、 相手の国の文化
も考え な く て はな ら ないか らです。国際交流の基本 は、
異文化を、 空手で言 う と他の流派 を ど う 理解する か、
です。 自分の流派 ノ フ ィ ルターのみを通 し て 見て い て
は、 とて も 国際化は図れません。 相互に認め合い、 決
断する こ とが望まれるで し ょ う 。

空手道の今後の発展 に つ い て考察 しますと、 空手の
メ ッカ と し て 、 流派を越え て統合 し た組織の形成が急
がれます。 例 え ば、 韓国のテ コ ン ド ー は、 国が全国か
ら 有段者を集め て歴史 や技術指導 な ど を定期的に研修
さ せ て います。 こ れな どお手本に し た いとこ ろです。
そ し て 、 教育の立場で空手を体育の正課と して組み入
れ、子供の頃か ら 親 しませ る こ とが必要だと思います。

また、 歴史、 心理的機能、 意味、 効用 な ど をまとめた、
空手道に関するテ キストを作成し て ほ し い。 空手の本
ではな く 、 空手にOOす る 指導轡、 教科密です。 外国語
に も 訳せ ば、 も っ と国際的に発展するのではないでし ょ
う か。

I 各パネ リ ストの意見要約 1

「空手の歴史 と文化」 宮 城 篤 正氏
8 月 24 日・25 日 の 2 日 間 にかけて開催 さ れた空手道 ・

古武道世界交流祭、 そ し て今 日 のサ ミ ットと、 ま さ に
沖縄の伝統文化の美と力の具現とい う か、 沖縄空手界
に お ける歴史の 1 ページを飾る大 き な出来事だと思っ

て います。
「空手に先手な し」 「礼に始ま り 礼に終わる」 と言わ

れ る よ う に、 空手は心と体を技を鍛え る こ とに 目的が
あ り 決 し て争いのための も のではあ り ません。 大 き く

と ら え れば、 自 由と平等 • 平和を守 り 求める武道と言
えます。

空手の神髄は型に あ る といわれて お り 、 各流派の型
は沖縄の心と美の象徴です。 いま一度、 世界に誇れる

沖縄の伝統文化だとの認識を新たに し た い も の。また、

空手のメ ッ カ と し て 世界ヘア ビ ールする こ と も 必要 だ

と思います。 本場に ふ さ わ し い国際空手道大学な ら び

に 武道館を 県立で設置 し、 沖縄空手の殿堂をつ く る。
そ こ を核に 国際交流 を推移する のです。 内的には県の
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無形文化財に指定 し保護育成を 図 っ て い た だ き た い と
考 え て います。

沖縄空手を発展 さ せ る た め に は、 各流派が大同一致

で団結 し て 内外に 「沖縄空手 は一つ」 を強 く ア ピ ール

す る こ とです。 今回の交流祭を新 し い沖縄空手道の 元
年 と 位四づけ、 世界空手道大会を こ こ 沖縄で開催 で き
る よ う みんなで努力 し て い き た い も の だ と 思います。

その た め に も こ の よ う な交流祭が定期的に開催 さ れ る
こ と を望みます。

「空手道におけ る 特性 と 国際的現状」

佐久本 嗣 男氏
は じ め に 、 空手道がこ こ まで発展 ・ 普及 し て き た理

由 を考 え た い と 思います。 第 1 に 、 年齢・性別 を問わ
ず、 個々 の体力や 目 的 に応 じ た ト レ ー ニ ングがで き る
こ と 。 「空手に は終わ り がない」 と 言われる よ う に 年齢
相応の空手がで き る こ と に あ る と 考 え て います。 第 2
に 、 身体・ 精神の両方にお いてセルフコ ン ト ロールで
き る こ と 。 運動の領域か ら 言 え ば、 上肢下肢、 腹筋背
筋、 上下左右 と 相対す る バラ ンスが大変良 いのです。

また、 型 に お け る 連続動作、 複合動作、 融合動作 は各
個人の意に よ っ て微妙に変化 します。 メ ンタル ト レ ー

ニ ングを積む こ と に よ っ て 、 高度なセルフコ ン ト ロー

ルが期待で き る よ う に な り ます。

つ ぎに、 沖縄空手が他の空手 と ど う 違 う のかに つ い
て述べます と 、 私は何度か海外で型の試合に 出場 し て
いますが、 確かに沖縄空手に は独自 の技法があ る と 感
じます。 例 え ば 「ムチ」 「チングチ」 「ナ ンジ」 な ど共
通語では表現で き な い、 独特の も のがあ り 、 沖縄方言

で し か伝わ ら な い ｀深 さ ，， があ る んですね。 また精神

文化 と し て も 空手道 に は奥の深 さ があ り ます。 「イ ジヌ
イ ジラ ー テ ィ ー ヒ チ、 テ ィ ー ヌ イ ジラ ー イ ジ ヒチ （意

地が出 そ う に な っ た ら 手 を 引 け、 手が出 そ う に な っ た
ら意地 を 引 け ） 」 の 言葉が示 す よ う に精神的な教 えが大
き い。 科学的な見地か ら も 他 と の違い を追求で き る と
は思 う が、 必 ず し も 割 り 切れ る も ので は な く 、 それ こ

そ沖縄空手の深 さ と 幅の広 さ だ と 思 う 。

つ ぎに 、 今回の 「世界のウチナ ー ンチュ大会」 空手

道 ・ 古武道世界交流祭 に つ い て 少 し述ぺた い と 思いま

す。 こ れまで沖縄空手道 を組織化 し て 一つ にま と め る
こ と がで き な い か と 常 に語 ら れて き ま し たが、 今大会

は流派を超越 し た貴重な武芸祭だっ た と 思います。 そ
し て 、 沖縄に古 く か ら 伝わ る 伝統文化 と し ての認識 と
正 し く 継承す る 機会が生まれた こ と に も 意義があ るで
し ょ う 。

今後、 沖縄を空手の発信基地 と す る た め 、 海外で活
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躍す る 空手指碍者 と の綿密な情報交換や活動状況を把
握す る 必要があ り ます。 空 手 道 ・ 古武道交流祭のフィ

ナ ー レ に あ っ た 「 目 指 そ う 空 手 の 世界大会」 のスロー
ガ ン の通 り 、 私 も 教育現場で生徒 と と も に 頑 張 っ て い
き た い と 思 います。

「空手 と 沖縄経済の活性化」 宮 城 弘 岩氏
世界に は3 , 500人の空手愛 好 家 がい る と いわれていま

す が、 なぜ こ れ ほ ど人気があ る の か、 何 を 求 め ら れて

い る のか、 ま た 本場で あ る 沖縄 は何 を し な ければな ら
な いか を 、 経済界か ら考え て み た い と 思 います。

私 自 身 は空手の経験が な い の で、 今 回 の サ ミッ ト に
参加する に あ た っ て い ろ い ろ な こ と を 考 え ま し た。 そ
し て 、 24 • 25 日 の空手道 ・ 古武道世界交流祭 を 観て気
付い た こ と が あ り ます。 そ の ひ と つ は 、 空手 を学ぶた
め に沖縄を訪れ た 海外の人々 が、 肉体的鍛練か ら 精神
面 の ト レ ー ニ ングヘ と 移行 す る こ と で す。 二 つ め は、

空手 は型で始ま り 型 で終わ る と い う こ と 。 そ し て 三つ
め は、 「蹴 る 」 「突 く 」 に 対 し て 「 受 け」 が あ る と い う

こ と 。 詳 し く い う と 、 相 手 を 負 か す と い う ヨ ーロ ッ パ
の哲学 と は意 を 違 え 、 空 手 に は 異 な っ た も の が集ま り
和合す る 古い中 国 の思想が反映 さ れ て い る よ う に思い
ます。 異 な っ た も のが あ っ て 初 め て 自 己 の 存在が確認

で き る 。 こ れが沖縄の心で あ り 、 世界で大切 に さ れて
い る 「平和の概念」 で す 。 世界中 の 空 手 家 も それを求
め て い る ので は な い で し ょ う か。

以上の特性 を踏ま え て 、 空 手 を 経済的側面か ら みま

す と 、 世界的な大会 を 沖縄で開催 す る こ と は 多大な利
点 を生み、 大会に定期性 を も た せ る こ と が必要で し ょ

う 。 「空手の殿堂 」 「空手大学」 に は デ ィ ズニ ー ラ ン ド
の よ う なソフ ト 面 の発想が大切で、 沖縄空手 を世界に
広 め 、 メ ッ カ に す る た め に 、 カ リ スマ的な も の をつ く

ら ね ばな ら な い と 思 いま す 。 経済界が沖縄空手発展の
た め にで き る こ と は年 に一度 の 空手 道世界大会を開催

す る な どの「仕組 み づ く り 」。 世界的大会へ と 引 張 っ て
い け る よ う 努め る こ と が、 私 た ち 経済人の最大のテ ー

マに な る と 考 え て います。

「外国人か ら見た空手文化」 C . ル コ プロス氏

私が生まれ故郷の ギ リ シ ャ か ら ニ ュ ー ヨ ー ク に移住

し て き た 14歳の時、 友人か ら 「 あ な た も 空手 を始 め た
ら 」 と 言わ れ、 それ以来私 と 空手 の つ き あ い が始ま り
ま し た。

そ し て 多 く の流派があ る こ と に驚 き ま し た が、 なか

な か ビ ン と く る も のが みつ か り ま せ ん で し た。 今 か ら
2 1年前の1969年 に 、 松林流を 見て 「 こ れだ」 と 感 じ る



ものがあ り 、 平 敷善功先生の門下生に な り ま し た。 そ
して その10年後に私 は 自 ら 型のナ ショナルチーム を 組

織 し、 1980年、 スペイ ン で催 さ れた 「 第 5 回世界空手

道大会」 にア メ リ カ 代 表 で出場 し ま し た。 私 は 、 1 .
2 回戦を突破 し ま し た が、 3 回戦の直前に失格の通知
を受 けま し た。 私が演武 し た 泊のパ ッ サ イ を 、 競技リ
ス ト にあ る パ ッ サ イ と は認め ら れ な い と い う のです。

私は失意のまま帰国 し 、 沖縄の型が競技種 目 と し て認

めて も ら え な か っ た こ と を 説明す る し か あ り ませ ん で
し た。 1982年の 「第 6 回世界大会」 で は 、 あ る 国際審
判院に ｀ あ な た は一体 、 どの流派 を習 っ て い る のか”

と たずね ら れま し た。 彼 は私の型 を 見 た こ と がな い と
い う のです。 私 は 茫然 と し 、 「 こ れま で何 を し て き たの

だろ う 」 と 自 問 し ま し た。 そ こ で、 沖縄の空手 が どん
な も のなのか、 自 分 自 身の 目 で確か め よ う と 沖縄へ来

ま し た。 13年 か け て 梢み 上 げ た 空手の鍛練 を あ き ら め

るか、 それ と も 続 けて い く か を 、 沖縄の空手 を 見 て か
ら決めよ う と 思 っ た の です。

沖縄訪問 は 私の人 生 で忘 れ ら れ な い も のに な り ま し

た。 朝早 く か ら 精力的に錬習 を 行 い 、 多 く の道場 を 見
学しま し た。 豊 かな 自 然 や 踊 り 、 食事な ど経験す る も
のすべてが私を沖縄の と り こ に し ま し た。 島 の い た る

と こ ろ で行わ れて い る 空手 は、 沖縄文化 と し て定着 し
ています。 私 はす ぐ に 「 こ れが私の習 い た か っ た も の

だ」 と 、 修 業 を 続 け る 決心 を し ま し た。 1985年に再度
ア メ リ カ ・ チ ャ ン ピ オ ンに な っ た私 は 、 ア メ リ カ を離
れて、 現在 は 沖縄で活動 し て い ます。

日本本土の空 手 は 沖縄か ら 普及 し て き た も のです。
日本の諸流派 は 今一度 、 原点に戻 っ て 沖縄の空手 を し っ

か り と 学ん で ほ し い と 思 い ます。 私 は 多 く の人々 が沖
縄で修行を積む こ と を 望 ん でい ます。 なぜな ら 、 それ

が沖縄の空手が世界各地に 正 し く 普 及す る 、 唯一の道
だ と 思 う か ら です。

巨
フ ラ ンス ・ 知 念 閃 裕氏

空手 プー ム が起 こ っ て い る ヨ ー ロ ッ バでは、 約17万
人の空手人口 を 誇 り 、 その約10％が競技空手 を習 っ て
い ます。 私 は14年前 か ら フ ラ ンスで空手 を教 え て い る
が、 沖縄流で 教 え た ら 生徒 が 2 人に減 っ て しまいま し
た。 東洋 と 西洋の思想の 違 い が指導の困難 さ を生んで
い る と 思 う 沖縄の歴 史 や 文化 を 伝 え 、 理解 し て も ら い
なが ら 指導す る 必要 が あ る と 思 い ます。

メ キ シ コ ・ 大 浦 敬 文氏

公式の競技で は主催者が指定す る 型以外は失格 と な

る ルールがあ り ます。 だか ら、 キ ャ サ リ ンさ んがスペ
ィ ンで失格にな っ た の は キ ャ サ リ ン さ んの責任 と い う
よ り 、 指導者やア メ リ カ の組織力が弱か っ たか ら だ と
思います。

世界の中では、 沖縄の空手が地元の認識よ り 有名プ

ラ ン ド と し て と ら え ら れてお り 、 沖縄のなかでの意識
と の間にズ レ が生 じ て きます。 だか ら こ そ、 ま ず は国
際大会を開いて 内外の認識を統一 し た ほ う が周囲の意
識 も 高まる のではないで し ょ う か。
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10. 世 界 の ウ チ ナ 展

海外移住の歴史 は、 沖縄の も う ひ と つ の歴史。 世界

の ウ チナー展では、 海外移住に 関す る 歴史 と 沖縄経済

と の係わ り 、 現在の状況な どを、 上映 ・ 展示 し た。

ま た、 国際電話コ ーナー を設け具体的な コ ミ ニ ュ ケ ー

シ ョ ン活動への援助 も 行 っ た。

( 1 ) 日 時
平成 2 年 8 月 24 日�26日 （日）

(2) 湯 所

宜野湾市立体育館

(3) 主 催
世界の ウ チナ ー ン チ ュ 大会実行委員会

共 催

沖 縄 テ レ ビ

(4) 世界の ウ チ ナー展 各 コ ーナー

世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 写真展 コ ー ナ ー

民間大使紹介 コ ー ナ ー

「世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 」 V T R上映コ ーナー

移民の あ ゆ み コ ー ナ ー （写真パネ ル ・ 資料展示）

石川真央 ・ 「大琉球写真帳」 コ ー ナ ー

沖縄関係図 書 コ ー ナ ー

映画 「老人 と 海」 コ ー ナ ー

電話機の あ ゆ み コ ー ナ ー ( N T T )

無料屯話サ ー ピ ス 、 案内 ・ 相談 コ ー ナ ー ( 0 I I 

C ) 

無料医租相談 コ ー ナ ー （ セ ン ト ラ ル病院）

世界のウチナー展沖縄の美術展示会場 レ イ ア ウ ト
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1 1 .  沖 縄

「沖展」 の歩み は、 ウ チ ナ ー ン チ ュ の魂 を鼓舞 し続
けて き た戦後 の 沖縄 の芸術活動の足跡で も あ る 。 成長
期か ら 、 世界へ は ば た く 発展期 を 迎 え た 沖縄画堵の歴
史 を 「沖展」 の代表作の歩み と し て 、 こ れ を一堂 に 展
示 し、 故郷の た く ま し い エ ネ ル ギー を 世界の ウ チ ナ ー
ン チ ュ に ア ピ ー ル し た。

(1 ) 日 時
平成 2 年 8 月 24 日 曲～26 日 （日）

(2) 場 所
宜野湾市立体育館

(3) 主 催
世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会 実行委員会
共 催
沖縄 タ イ ム ス 社

沖縄の美術展 ・ 出展者 リ ス ト
絵 画
う た た ね 赤嶺正則
清 ら 島 安次富長昭
は る ら ん ま ん 安次嶺金正
白 い基地 安谷屋正義 （故）
装 石嶺伝郎
夏 の海辺 稲嶺成詐
あ け く れ ウ エ チ ヒ ロ
旗頭持 ち 浦添 健
ダム の あ る 風景 浦崎彦志
フ ラ メ ン コ 大城皓也 （故）
風景の な か で 大 浜 英治
壺屋風緊 大嶺政寛 （故）
黄 山 白 流 奥原崇典
民話の世界 喜友名朝紀
女 た ち '80 喜久村徳男
残月 儀間朝健
獅子の た わ む れ 金 城安太郎
サ ン ゴ礁の あ る 海 具 志堅誓謹
黄色い帽子 久場 と よ
ピ ッ ク バ ウ ン ド 佐久本伸光
太陽の島 座波政秀
壺屋襄 島 田寛平 （故）
さ と う き びの 山 下地明増

の 美 術 展

樹映 下地寛清
マ ン ダラ 象形琥瑚礁の島 城間喜宏
世迎 え （ユ ー ンカ イ ） 新城 剛
Red(Aka) 末吉安久（故）
楽國 砂川喜代
勝連の海 玉那覇正基地（故）
街か ら 街へ 鎮西公子
岩切場 津山 彬 （故）
時 照屋万里
作品88 渡慶次真由
祈 り 当 山 進
視 中島イ ソ子
琉装の女 名渡山愛順（故）
夕焼け 南風原朝光 （故）
陽春 治谷文夫
作品87- l 比嘉武史
水辺の光景 宮里 顕
R 街通 り 宮城健盛
作品90 宮良信成
貝 の碑 森田永吉 （故）
山あいの村 屋良朝春
風景 安元賢治
窓辺の静物 山里昌弘
食習慣の消長に つ い て 山元恵一（故）
奏 ・ 寂鳥 与儀達治
求不得苦 I N G 与久田健一

版画
漁 喜舎場正一

呪文 瑞慶山 昇
Landscape '90-1 知念秀幸
民家 普天間 敏 （故）

デザイ ン
ポス タ ー ・ グラ フ ィ ッ ク ア ー ト 展凶 大城康伸
作品'89•B 翁長自修
沖縄の将来像 岸本一夫
キ ャ ンベー ン ポス タ ー 高島彦志
知念秀幸シ ル ク ス ク リ ー ン展ポ ス タ ー 知念秀幸
ポス ク ー 「You are welcome」 宮城 祥
SPACE GRAPHIC '90 山田栄一

た こ あ げ （宮古） 与那覇 勉
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彫刻
志麻子 一年生 新垣幸俊
ポー ズ を す る 青年の ト ル ソ 上原隆昭
賃 具志堅宏清
ポ シ ェ ッ ト 崎枝静子
善勇君 高嶺善昇
老母像 玉那覇正吉（故）
ゆたかな る 明 日 へ 津波古 稔
小春 日和 嘗間 勲
ポーズす る 少女 友知雪江
シ ン ド ゥ 富元明雄
猫 長嶺 よ し
海の精 西村貞雄
レイ 宮城哲雄

写真
心 魂を こ めて 上江洲消徳
琉装 上地安隆
海人 （ ウ ミ ンチ ュ ） 大城信吉
ア シ ャ ゲの遊び 親泊康哲
はた織 佐久川政功
紺碧の海 玉城哲夫（故）
木遺行列 平良正一郎
ピー グの里 津野力男
石門 （崇元寺） 渡久地政一

野に咲 く 豊島貞夫
野点 備瀬和夫
島の夏 平井順光
浜比嘉の夏 普天問直弘
竹租島の種子取祭 前原碁男
三舷店 水島源晃
二十日 正月 （ は ち か し ょ う がち ） 森幸次郎
夏祖 と 羽地内海 山川元亮
老婆 山田 寛

P}道
秋静天地間 新垣隆優（故）
衆島店飛渥 新綺新太郎（故）
春望 新城弘志
独楽 泉 朝信
冨士山1こ題す （程順lIlJ詩） 糸洲朝薫
退百有語 糸祖篤順
勝海舟座右の銘 伊良波長幸 （故）
春江花月 夜 上原彦一

摸莉 大城 稔
無可無不可 我存松秋iE
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名護程順則詩 南郊泰浪 我喜屋汝揖
菜根閲 裂 宮城国弼
杜社詩 定歳実勇
琉球国王殿前の鐘名• 島 耕爾 （故）
寛雲抱幽石 島袋光裕 （故）
か ぎ や で風 砂｝ 1 | 米市
良 寛の詩 下地武夫
五色の疫雲 謝花雲石 （故）
七絶二首 高良弘英
七 言絶句二首 高 良 房 子
松竹梅 茅原善元
漢詩 絶句 当 問 裕
花 豊平信則
名設親方 漢詩 渡名喜 消
涼 仲本朝信
張藉詩 • 他二首 仲村信男
高青邸七絶二首 登川正雄
相歓有尊酒 破名城泰雄
正気の歌 宮城久一

雄 飛 宮城政夫
加那 よ 天川 盛島高行
漢詩 屋我嗣幸
高青邸詩賠胡校書奎 吉峯弘裕

工芸
染織
八重山上布 新垣幸子
ひ ゃ く な う ら し ろ ふ け ばーお も ろ 1258ー 安藤順子
無題 大城志津子 （故）
印 甲 大城 カ メ
琉球絣壁上布 大城誠光
琉球絣生紬 大城廣四郎
亀甲 大城消栄 （故）
琉球絣駒上布 大城一夫
飾 り 布 祝{l't1恭子
山波風呆文様 城間栄喜
イ ジ ュ の花 城間栄順
無超 平良敏子
久米島紬 玉城カ マ ド
水辺 に田 と 雰 に 花ぅ『文様紅型 玉那覇道子
松皮 に 松竹梅文様紅型 玉那覇有公
飾布 多和田淑子
干網に 菊葵文 渡り‘r,敷貞子 （故）
芭蕉に と んぼ （両面染め ） 藤村玲子
木綿織茫t物W私染 「 L O V E 」 真栄城映茂
駒撚殿茫t物 船染 ク ジ リ ゴ ー シ 真栄城喜久江



着尺 宮城里子
首里花織 宮平初子
芭蕉布地紅入藍型着物（沖縄瓦文） 屋宜 元 六

織物 読谷村織着尺 与那嶺 貞
首里花織タ ビスリー ルパース ・ ミ ヤ ヒ ラ 吟子

陶器
花瓶 新垣栄三郎（故）
クワデー サ ー（花瓶） 新垣栄世（故）

彼岸 新垣 勲
花紋大壺 新 垣 修
魚文皿 新 垣 勉
飴釉牡丹彫花瓶 上江洲茂生
海老魚文花瓶 金城次郎
唐草文大皿 金城敏男
透 し彫唐草壺 小橋川 永弘（故）
赤絵花瓶 小橋川 永 昌（故）
シー サ ー 小椅川永仁（故）

魚文花瓶 小橋川 昇
アン ビン 島 常信
獅子 ・ 電気スタン ド 島袋秀栄

窯変大花瓶 島袋常明
流 し大皿 島袋常善
迎へ獅子（対） 高江洲盛良
ア メ 釉抜粒瓶 照屋佳信
ウフアンダガ ー ミ 山内栄一

玉抱親子獅子 湧 田 弘

漆器

朱漆山水図堆錦食斑 伊波秀正
鳥文青貝塗 り 干 し 菓子盆 上問秀雄

朱漆菊金唐草 亀 甲 束道盆 嘉手納憑勇
沈金彫（猫） 金城唯喜

焦漆山 水函堆錦硯宮 古波鮫唯一

琉球玩具 崎山嗣昌（故）

朱塗魚紋堆錦文血 新城安傑

蛛細宝石箱 前田孝允
孝徳忠勲 松田 勲

ガ ラ ス

琉球泡 ガ ラ ス花 器 稲ャt1盛吉
サ ラ ダポ ー ル 泉 川 究 OO

水盤 大城孝栄

花器（胄龍） 平良恒夫
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12. ミ ュ ー ジ ッ ク ・ コ ン サ ー ト

世界各国か ら や っ て く るウチナー ンチ ュ の二世、 三
世と、 県内外のヤ ング庖、 ヤ ン ク ア ダル ト との音楽を
通 じ て の交流を 目 指 し 、 ト ップ ミ ュ ージシ ャ ンに よ る
エ キ サイ テ ィ ングな ミ ュ ージック コ ン サ ー ト を 開催 し
た。

( l ) 日 時
平成 2 年 8 月26 日 （日） 15 : 00~17 : 30 

(2) 場 所

沖縄 コ ンベンシ ョ ン セ ンター劇場棟

(3) 主 催
世界のウチナー ン チ ュ 大会実行委員会

共 催
琉球放送

ミ ュ ージックコンサ ー ト プログラ ム

14 : 00 開場
14 : 30 開演
14 : 35 D I  Z Z Y ラ イ プ

15 : 00 D I  Z Z Y 終了
15 : 15 仲村知夏 ライプ
15 : 45 仲村知夏 終了
16 : 00 麗美 ライプ
16 : 45 麗美 終了

17 : 00 全員へのイ ンタ ビュ ー

終了

ミ ュ ージッ クコンサー ト 出演者プロフィ ール

D I Z Z Y （ デ ィ ジー）

1986年結成 さ れた、 女性ポ ー カ ルとギター 、 ペ ース、
ド ラ ムスを交え た 4 人編成のロ ッ ク グループ。 米軍基

地内 ク ラ プでの ラ イ プ活動を皮切 り に、 沖縄県各地で

精力的にコンサ ー ト を行い、 地元 フ ァ ン の熱烈 な人気
を得る。 1987年の ヤマハ ・ バ ン ド エ クスフロージ ョ ン

沖縄大会優勝を は じ め数々 の音楽賞を受賞。 1989年に

は レ デ ィ ースロ ッ ク コ ン テス ト 全国大会でグラ ンプリ

を獲得。 ハ ー ドロ ッ ク か らバラ ー ド まで こ な す幅広い
実カ力凜伐） られて、 1990年10月 C B S ソ ニー よ り レコー

ド デ ピュ ー す る 。
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仲村知夏
1971年、 那覇市生まれ。 幼 い 頃 か ら 歌手 を め ざ し て

レッス ン を受 け 、 1988年 3 月 、 シ ングル 「好 き さ 」 で
芸能界 に デ ピ ュ ーす る 。 抜 群の歌唱力とキ ュ ー ト なルッ
ク ス 、 明 る い キ ャ ラ ク タ ーで久々 の 大物と騒がれ、 メ
ガロポ リ ス 音楽祭最悛秀新人＇費 を は じ め 、 F M東京リ
ス ナー ズグラ ンプリ、 T B S 日 本 レコ ー ド 大賞部門賞

な ど88年の新人賞 を 総 ナ メ にする。 天性の リ ズム感を

生か し たロッ ク 系 の ポップで安定 し た人 気 を 持 ち 、 最

近で は作詞作曲 も 手掛け て 実力 派 へ の道 を歩み出 し て
い る 。

麗美

1965年生まれ。 宜野湾市出身。 音 楽 家 の 父 か ら 英オ
教育を 受 け て 育 ち 、 1984年松任谷 由 美 ・ 作詞作曲の「愛

にDESPERTE」で歌手 デ ピ ュ ー。 た ち ま ち スター ダム

にの り 、 アルパム も 爆発的に ヒ ッ ト 、 清楚な魅力と確

か な歌唱力で、大学生 を 中心に幅広 い人気 を得る。 1988
年に は ア メ リ カ 初シ ングル 「Special of Light」 を発売。

ピルボ ー ド 誌で最高 14位に ラ ン ク さ れる。 最近では作

詞作曲 の他にイ ラ ス ト な どの創作に も 意欲的で、 マル

チタ レ ン ト ぶ り を発揮。 来春か ら ア メ リ カ での生活 も
予定 し て い る 。



13. ワ ー ル ド ・ ウ チ ナー ン チ ュ ・ ジ ュ ニ ア ・ サ ミ ッ ト

海外か ら 、 次の時代 を 担 う 青少年（ウチナー ンチュ）
が集 い 、 そ れ ぞれの国の生活衷境 を 越 え た若い エネル
ギー に よ る 「交流 と 連帯」 を 語 り 合 う シ ン ポジウム。
沖縄の文化 と 心 を未来へ と 伝 える。

(2) 場 所
沖縄コ ンペ ンシ ョ ンセンター大会議室

(3) 主 催
世界のウチナーンチュ大会実行委員会

( 1 ) 日 時
平成2年 8 月 25 日 (±) 10 : 00~12 : 00 

ワ ール ド ・ ウチナー ンチュ ・ ジュニ ア ・ サ ミ ッ ト

実行委員会

90' 8 月 22 日 （水）

日 程

11 : 10~ 1 1 : 20 集 合

1 1  : 20~1 1  : 40 移 動

1 1  : 30~1 2 : 00 受 付
旅費支給
報償費支給

12 : 00~14 : 00 歓迎 レ セプシ ョ ン
（昼食会）

14 : 00~1 7 : 00 移 動（自 由）

17 : 00~1 8 : 00 集 合

1 8  : 00~21 : 00 前夜祭パ レ ー ド

21 : 00~22 : 00 解 散

事 業 内 容

海外参加者集合 場所 ： 県庁舎県民ホ ール

徒歩

歓迎 レセプシ ョ ン参加者受付
海外参加者の保護者へ旅既支給………32人 (12ケ国）
ホ ームステ ィ ヘ報償費支給…………•• •32人

海外ジュニ ア ・ サ ミ ッ ト参加者 (12ケ国） •…••32人
JJ の保護者………32人

ホームスティ 先・．．．．．．．．．． ． ． ． ． ． ．．．．．．．．． ． ． ． ． ． ． ． ．．．..…••64人

場 所 ： ホ テル レ イ ン ボ ー 3 階大 ホ ール
司 会 通 訳

128人

1 . 歓迎の挨拶、 ジュニ ア ・ サ ミ ッ ト実行委員会会長
2 . ジュニ ア ・ サ ミ ッ ト代表挨拶
3 . ホ ー ムスティ 先（里親 II )
4 . 乾杯の音頭
5 . ジュニ ア ・ サ ミ ッ ト参加者自己紹介
6 . スケジュールの説明
7 . ホ ー ムスティ 引継 ぎ

場所 ： 県庁舎県民ホ ール

場所 ： 国際通 り （県庁県民ホ ール～リウポウ～壺屋小学校）
1 .  結団式セ レ モ ニ ー ・ ・ ・ ・ ・ ・挨拶（大会長他）
2 . 演舞ポイ ント設四
3 . パ レ ー ド

場所 ： 壺屋小学校 出迎え

l � l  



90' 8 月 23 日（木）

日 程 事 業 内 容

14 : 00 セ レ モ ニ ー 集会 ホス ト フ ァ ミリー 沖縄 コ ンペンションセ ンター受付まで送る

14 : 00~15 : 00 セ レ モニ ー受付 場所 ： 沖縄コ ンペンションセ ンタ ー展示棟

15 : 00~15 : 30 万国津梁の鐘 場所 ： 屋外鐘楼
除蘇式 ・ 打嗚式 1 . 主催者挨拶、 世界のウチナーンチ ュ 大会実行委員会会長

2 . 経過報告 3 . 除稲式…大会長、 国外代表
4 . 打嗅式・ ・ ・ ジ ュ ニア ・ サ ミ ッ ト 参加者 5 . 展示棟入場

15 : 30~16 : 00 移 動 徒 歩

16 : 00~17 : 30 セ レ モニ ー式典 場所 ： 沖縄 コ ンペンション セ ンター展示棟
1 . オ ープニングプロローグ•• •映像と音楽
2 . 式典•…・・挨拶（大会長他）
3 . 民問大使認証式••… •記念 メ ダル、 認証状贈呈
4 . 特別招待者紹介

17 : 30~18 : 30 変 換 レセプション会場への ど んでん変換

18 : 30~20 : 30 レセプション 場所 ： 沖縄 コ ンペンションセ ンター展示棟
I . 挨拶（大会長他）
2 . 世界各国か ら の出荻者に よ るア ト ラ クション
3 . 民間大使紹介 4 . ピ ュ ニ ェ スタイ ルの料理

20 : 30~21 : 00 解 散 解散集会場所ヘホストフ ァ ミ リ ー

1 ぅ 2



90' 8 月 24 日 （金）

日 程 事 業 内 容

8 : 00~ 8 : 30 集 合 那覇市近郊集会場所、 県庁舎県民ホ ール
海外ジュニ ア ・ サ ミッ ト 参加者……… …32人
県内ジュ ニ ア ・ サ ミッ ト 参加者・………• • • 8 人

8 : 30~ 9 : 00 移 動 大型バス 1 台

8 : 30~ 9 : 00 集 合 宜野湾市近郊集合場所、 沖縄 コ ン ペ ン シ ョ ンセンター

9 : 00~ 9 : 30 移 動 大型バス 1 台

9 : 30~10 : 30 琉球村見学 読谷村 「琉球村」 Tel : 098-965-1234 
1 . ハ プ と マングースの対決
2 . サ ーター ヤ ー 3 . 焼 き 物

10 : 30~11 : 30 移 動 大型パス 1 台

11 : 30~12 : 30 昼 食 場所 ： 丸隆ソバ（名護市） Tel : 0980-52-4624 

12 : 30~13 : 05 移 動 大型パス 1 台

13 : 05~14 : 50 国営沖縄海洋博記念 1 . 歓迎の挨拶（仲里全輝常務理事）
公園見学 2 ． 専用マイ クロパス 2 台に見学（水族館→熱帯 ド リ ームセンター）

Tel : 0980-48-2741 
14 : 50~16 : 00 移 動 大型バス 1 台

16 : 00~18 : 00 ビ ーチパー テ ィ ー 場所 ： ム ー ン ピーチ
1 . バーベキ ュ ーパー ティ ー

2 . コーデ ィ ネ ーター主催に よ る 各種ゲ ーム
3 . 自 由交流

18 : 00~18 : 40 移 動 大型パス 1 台

18 : 40~18 : 45 解 散 場所 ： 宜野湾市近郊沖縄 ゴ ンベ ン ショ ンセ ンター

18 : 45~19 : 30 移 動 大型バス 1 台

19 : 30~19 : 35 解 散 場所 ： 那覇市近郊県庁舎県民ホ ール

1 9 3 
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90' 8 月 25 日（土）

日 程 事 業 内 容

8 : 30~ 9 : 00 受 付 場所 ： 沖縄 コ ンペ ンシ ョ ン セ ン ター 会 議 棟大会議室
（ホ ーム ス テ ィ 里親同伴） 海外ジ ュ ニア ・ サ ミッ ト 参加者……•• •31人

海外ジ ュ ニア ・ サ ミ ッ ト 保設者・… …••31人
ホ ス ト フ ァ ミリー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• 31人
県内参加者・・・............... . . . . . ... ........ .. 8 人

計 10 1 人

9 : 00~10 : 00 リ ハ ーサル 場所 ： 会議棟 大会議室

9 : 30~10 : 00 県内一般参加者受付 場所 ： 会議棟 大会議室 県 内一般参加者200人、 整理券持参

10 : 00~12 : 00 ジ ュ ニア ・ サ ミ ッ ト 湯所 ： 会議棟 大会議室
1 . 挨拶、 ジ ュ ニア ・ サ ミ． ッ ト 会長 、 ウ チ ナー ン チ ュ 大会副会長、 来賣
2 . ナシ ョ ナル ス ピ ー チ大会 （各国代表者）
3 . 交流会
4 . お き な わ わ ら ぺ う た

12 : 00~ 県内一般参加者解散 各種 イ ペ ン ト 自 由観覧
（自 由）

12 : 00~13 : 00 ラ ン チパー ティ ー 場所 ： 劇場棟 ラ ウ ン ジ ル ー ム
（昼食会）

13 : 00~17 : 00 自 由（解散） 各種 イ ペ ン ト の 自 由観覧（解散の際 は ホ ス ト フ ァ ミリー 同伴）

ワ ール ド ・ ウチナー ンチュ ・ ジ ュ ニア ・ サ ミ ッ ト プログ ラ ム

1 . オ ー プニ ング

2 . 開会あ い さ つ

困場幸一郎 ワ ール ド ・ ウチナー ンチュ ・ ジ ュ ニ ア ・ サ ミッ ト 実行委員 会会 長
3 . 主催者あ い さ つ

宮城 宏光 沖縄県副知事 世界のウチナーンチ ュ 大会実行委 員 会 副 会長
4 . ジ ュ ニア ・ サ ミッ ト の メ ンバー紹介
5 . 各国代表ス ピーチ
6 .  ト ラ ディ シ ョ ナル ・ ダ ン ス

7 . 沖縄わ ら べ歌教室＆ウチナーグチ講習会

8 . 人形劇
9 . 交流会

10. 沖縄代表あ い さ つ
11. 合唱� ド ・ アプロ ー ド 」

終了



90' 8 月 26 日 （日 ）

日 程 事 業 内 容

11 : 30~12 : 00 受 付 サ ヨ ナ ラ パーテ ィ 参加者受付、（ホストフ ァ ミ リ ー）
場所 ： 沖縄 コンペンシ ョ ンセンター 劇場棟ラ ウンジルーム

12 : 00~14 : 00 サ ヨ ナ ラ パー テ ィ ー 場所 ： 沖縄 コンペンシ ョ ンセンター劇場棟ラウンジルー ム
海外ジ ュ ニ ア ・ サ ミ ッ ト参加者 (11ケ国） ……………31人
海外ジ ュ ニ ア ・ サ ミ ット参加者保護者 (11ケ国）… …31人
ホ ストフ ァ ミ リ ー ・・． ． ． ． ．．．． ． ． ．．．．．．．．． ．．． ．．．．． ． ． ． ． ． ． ． ． ．．．．． ． ． ． ．··62人

計 124人
司 会 ・ 通訳

1 . 開会の辞 2 . 主催者挨拶
3 . ジ ュ ニ ア ・ サ ミ ッ ト参加者 ス ピ ーチ
4 . ジ ュ ニ ア ・ サ ミ ット保護者挨拶
5 . ホ ストフ ァ ミ リ ー代表挨拶 6 . 懇親会
7 . 記念品贈呈 8 . 閉会の辞
9 . ジ ュ ニ ア ・ サ ミ ット参加者を保護者引 き 渡 し

14 :  00~17 : 30 自 由 各種 イ ペント観覧

(15 : 00~ 17 : 30) ミ ュ ージックコンサー 場所 ： 沖縄コンペンシ ョ ンセンター劇場棟（自 由観覧）
卜

17 : 30~1 8 : 00 集 合 フィ ナー レ参加者集合

18 : 00~20 : 30 フィ ナー レ 場所 ： 沖縄 コ ンペンシ ョ ンセンター展示棟
l . 挨 拶（大会長他） 2 . アトラクシ ョ ン
3 . カ チ ャ ー シー大会 4 . て い ん さ ぐぬ花合唱
5 . 花火大会への参加

20 : 30~ 解 散

氏 名 国 籍 Age 里 親 15 ． 山城 エ ミ Brazil 17 謝敷 宗光

1 ． 山 ロ エ ミ U.S.A. 14  加賀美 正明 16 ． 宮城 忍 Brazil 17 豊里 勝一

2 .  M i ka Scott U.S.A. 16  平 良 玄照 17 ． 大城 竹長 Brazil 16 知念 善信

3．新垣 健一 U.S.A. 16  長嶺 光子 18 ． 内 里 レ イ 子 Mexico 13 大浦 敬文

4 ． 興｛義 祐子 U.S.A. 16 佐久田 朝裕 19 ． 古波蔵 エ リ カ Mexico 16 II 

5 ． 名 嘉 原 災 由 転 U.S.A. 16  宮平 建雄 20 ． 又吉 信輝 Argentina 18 島袋 末子

6 . 安9！レ ー リ ン ・ ト キ Hawaii  13 志良堂 消宗
7 ． 石 川 シ ャ ノ ン Hawaii 17 具志堅 宗祐
8 ． 嘉陽 美 加 日 本 (Guam 13 当銘 光政
9 . ネ ルソ ン ・, ,ギン ト Phil ippine 18 フ ィ リ ビ ン 協 会

10 . ジ ュ リ ミ ー ア ・ Phi l ippine 16 II 島袋
デ ィ マ フ ラ オ ン

21 ． 宮城エ デ ィ ス Argentina 16 知名 ケイ コ
・ マ リ ア ナ

22 ． 玉那覇 勝 Argentina 13 比嘉 マ リ ア

23 ， 堀Il l カ ロ リ ナ Peru 17 小出 幸三

24 ． 玉城 は な え Peru 14 具志堅 鈍吉

25 ． 知念 泉 France 13 平良 利夫

11 ． 辻本 広之 Canada 13 上原 英夫 26 ． 喜瀬 濱子 Bolivia 18 

12 ． 藤 田 明 美 Canada 13 小平 武 27 ． 大城 美香 Bolivia 16 

13 ． 宮平 ペー ド ロ Brazil  18 井上 朝昇 28 ． 崎浜 マ リ オ Bolivia 14 

14 ． 赤磁 鉄矢 Brazil  17 吉田 茂 29 ． 店摘 歩生 日 本 （ 香 港 ） 13 
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（ホームステイ リ ス ト）

（ジュニア ・ サミ ッ ト海外参加者 リ ス ト） Members o f  the Junior Summit 

NOMBRE NAME DIRECCION ADDRESS 
TELEFO N O  C U MP LEAN OS 
TELEPON E  B I RT H DAY 

Cristian Tamanaha Labarden 164 Bernal Buenos Aires 29/08 
C.P.(1876) ARGENTIN A  2 9  d e  agosto 

Fabian Matayoshi Balcarce 1 15 San Martin Buenos 752-9022 28/01 
Aires C.P.(1650) ARGENTINA 28 de enero 

Mariana Miyagi Petckovic 5027 Caseros N orte 09/12B '  
Buenos Aires 9 de diciembre 
C P.(1678) ARGENTINA 

Nadia Emi Yamashiro Av. Carlos Gomes 279 V.Palmares 440-9263 2 1 /08 
Sto Andre Sao Paulo BRASIL 21 de agosto 

Francis Tetsuya Rua Biguac;u 144 V.Carriio 295-4338 2 1 /07 
Akamine Silo Paulo-SP 21 de jul io 

Cep 03446 BRASIL 

Alice Shinobu Rua Buquira 368 Casa Verde Sao 265-7246 1 0/08 
Miyagi Paulo-SP Cep 02522 BRASIL 10 de agosto 

Pedro Abe Miyahira Rua A penmos 336/58 Sao Paulo-SP 278-0370 26/03 
Cep 01533 BRASIL 26 de marzo 

Roberto Takeyoshi Rua Nunes Balboal72 Vi la Carrao Sac 941 -6135 0 1 /08 
Oshiro Paulo SP Cep 03446 BRASIL I de agosto 

Mauricio Yoshinori Rua SA Ferreira 227 /301 Copacabana 
Une RJ -R1 Cep 22071 BRASIL 

Mika Oshiro Casi l la 582 Colonia Okinawa l 0923-7129 08/01 
Santa Cruz BOLIVIA 8 de enero 

Mario Sakihama Casi lla 272 Colonia Okinawa 3 01/04 
Santa Cruz BOLIVIA 1 de abri l  

Nobuko Kise Casi l la 2006 Santa Cruz Calle Ricardo 33-7392 1 0/04 
Mujia #94 Barrio Abaroa BOLIVIA 10 de abril 

Carolina Horikawa Parque Almagro #146 Dpto 302 Jesus 28/07 
Maria Lima 1 1  PERU 28 de ju l io  

Jennifer Tamashiro Av. Pettit Thomans 2180 Lince 7 1 - 1093 29/04 
Lima PERU 29 de abril 

Reiko K. Torres Retorno de las lrenas #15 Fracc. Las 8-22-4551 1 9/09 
Uchizato Alamedas Atizapan de Zaragosa 1 9  de setiembre 

Estado de Mexico C.P. 52970 
MEXICO 

Erika Kohagura Playa Harnos 552 Col. Marte C.P. 579-4 106 1 9/ 1 1  
08830 Mexico D.F. MEXICO 19 de noviembre 

Hiroyuku Tsuj imoto 5145 Laurel S.T. Burnaby B.C. 294-05 18 04/01 
CANADA 4 de enero 

Pauline Fujita 758 Pebble Crt. Pickering Ont L1 V 3P� 1 -4 16-83 16 190 26/06 
CANADA 26 de junio 
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NOMBRE N A M E  DIRECCION ADDRESS 
TELEFONO CUMPLEANOS 
TELEPONE BIRTHDAY 

Amy Yamaguchi 1 12 Elmer Ave. H amden, Connecticut 387-2469 24/ 1 1  
0651 4  U .S.A. 24 de noviembre 

Yuko Yogi 4049 Regency Orange CA 92667 (714)998-6714 27/12  
US.A. 27 de diciembre 

Kenichi Arakaki 2571 Tahoe Ale H ayward CA 94545 (415)732-0618 20/06 
U.S.A.  20 de junio 

Kelly Miyuki  159 1 1  Garnet St. Westminster CA (714)898-4 123 17/08 
Nakahara 92683 U .S.A. 17  de agosto 
Mika Scott 699c Birney H ighway (2 15)558-05 10 02/06 

Aston,Pennsylvaia 19014 U.S.A. 2 de junio 

Shannon Ish ikawa 124 1 Pulehy St.Honolulu HI 96825 (808)395- 1495 30/12 
H AWAII U.S.A. 30 de diciembre 

Rae Lynn Asato 3020 Aia Napuaa P.L. Apt.703 836-5620 1 1/07 
H onolulu H I  96818 Hawaii 11 de julio 
U.S.A. 

Mika Kayo 223 Calamendo Lane Dededo (671)649-6598 25/ 1 1  
Guam 969 12  25  de noviembre 

Nelsorn Pagminto 127 F Blumentritt Mandaluyog, Metro 78-9613 24/05 
Mani la BHILI PPINES 24 de mayo 

Joerimiah 3316 Gen.T.De Leon Valenzuela Metro 85-2897 06/06 
Dimaenlangan Mani laPH ILIPPI N ES 6 de junio 

Ayumi Tak ahashi 19 -B Lu Shan Mansion Tai Koo Shing 568-1627 14/02 
H ong Kong 14  de febrero 

Izumi Chinen 48 Rue Chevee 95800 Cergy St. 30-322346 12/06 
Christophe FRANCE 12 de junio 

（ジュニア ・ サミ ッ ト 県内参加者 リ ス ト） Junior Summit Menbers from Okinawa 

NOMBRE N A M E  DIRECCION ADDRESS 
TELEFONO CUMPLEANOS 
TELEPONE BIRTHDAY 

Mikiko Oshiro 637 Ganeko, Ginowan-city, Okinawa 098-898-66 1 1  
JAPAN 

Helen Kinj6 3-30-5 Isa, Ginowan-city, Okinawa 098-898-2351 
JAPA N 

Kazunori N akazato 3-21-2 Ishimine-ch6, Shuri, Naha-city 
Okinawa JAPAN 

Ryoko Oshiro 2-7-20 Oyama, Ginowan-city, Okinawa 098-897-3541 
JAPAN 

Kazuyuki Sakuma 2 - 19 - 19  Yamauchi, Okinawa-city, 098-932-7127 
Okinawa JAPAN 

Runa Tamashiro Honj6 Apartment 205 
2 17  Takahara, Okinawa-city, 
Okinawa JAPAN 
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NOMBRE NAME 

Kenyo Tokeshi 

DIRECCION ADDRESS 

289-3 Nagata-aza, Ginowan-city, 
Okinawa JAPAN 

TELEFO N O
| 

CUMPLEANOS 
TELEPO N E  I B IRTHDAY 

（ジュニア ・ サミ ッ トスタ ッ フ） Staff of the Junior Summit 

DIRECCION ADDRESS 
TELEFO N O  CUMPLEANOS 

NOMBRE NAME TELEPON E  B I RTHDAY 

Kaneshima Yasushi 3.3.J  Tomari Naha•city Okinawa 098-863-5319 0 1 /09 
JAPAN 1 de setiembre 

Iha Masanao 1 -1 - 17 Kubota Okinawa-city 098-932-5 103 30/ 1 2  
JAPAN 30 de diciembre 

Fukuhara Miki 1 500-5 Oroku-Aza Naha-city 901-01 098-857-2488 0 1 /03 
JAPAN 1 de marzo 

Kuniyoshi Kaoru Oyama Koso Jutaku 709 Ginowan-city 098-897-4606 2 1/01 
Okinawa JAPAN 21 de enero 

Miyagi Midori 2-8-43 Matsuo Naha-city Okinawa 098-867-5222 18/10  
JAPAN 18 de octubre 

Tanizoe Jina 94-2 Maehara Ginowan Okinawa 098-897-3257 02/02 
JAPAN 2 de febrero 

Marcela Tamanaha 2-6-16 Nishi Machi Yamashiro Apato 098-86 1 -4095 09/01  
20 1 Naha-city Okinawa JAPAN 9 de enero 

Nekota Chisato 6-17-5-208 Shirakawadai Sumaku 078-794 -5382 14/03 
Kobe-city 654-01 JAPAN 14  de marzo 

Ulvog David Kopa Nakasone 203 N oborikawa 098-939-4282 04/06 
2407-1 Okinawa-city 904-21  JAPAN 4 de junio 

Kanagusuku Gabriela Shuri Tobaru 1 -27-3 Mitsu Haimu 405 2 1 / 1 2  
Naha-city 903 JAPAN 2 lde diciembre 

Tomiyama Kanoko 1 -9-43 Matsuo Naha-city 900 Okinawa 098-867-5691 08/07 
JAPAN 8 de jul io 

Ozawa Kumi 334-43 Nakama Urasoe-city Okinawa 098-878-5 1 08 26/09 
901-21 JAPAN 26 de setiembre 

Zukeran Naoko 2282-31 Inamine Ozato-son Okinawa 098-945-5726 03/02 
901 - 12  JAPAN 3 d� febrero 

Shiroma Hiroe 393 Kanegusuku Haebaru Town 901 - 1 1  098-829-2763 1 4/09 
Okinawa JAPAN 14 de setiembre 

Yagi Hisae 303·3 Akamichj Gushikawa•city 098-973-54 1 8  23/09 
Okinawa JAPAN 23 de setiembre 

Maeara Naoto 222-2 Ginowan-city Nagata Okinawa 098-893-6808 3 1 /08 
901-22 JAPAN 31 de agosto 
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1 4. 記 念 ゲ

各国か ら参加す る ウチナーンチュ を 交 え 、 市町村代
表 と のゲ ー ト ポー ル親善試合 を通 し て 友好 と 交流 を 深
めるとと も に、 将 来ウチナーンチュに よ る世界大会へ
と 継続 し て ゆ く 足が か り と し た。

( l ) 日 時
平 成 2年 8 月 25 日 (±) · 26 日 （日）

(2) 場 所
宜野湾市営グ ラ ン ド

(3) 主 催
世界のウチナーンチュ 大会実行委員会

主 管
沖縄県 ゲ ー ト ポー ル連合

後 援

中部地 区 G B 公 認 審 判 員 連 盟 ／ 那 覇地 区 G B 公
認審判員 連 盟 ／ 南部 地 区 G B 公認審判員連 盟／
宜野湾市ゲ ー ト ボ ー ル連合

特別協賛
株式会社ム ー ン ピーチ

協 賛
琉球ペプシ コ ー ラ ポ ト リ ング株式会社

福山商事株式会社
協 力
沖縄県市長会 ・ 沖縄県 町村会・沖縄県観光連盟・
沖縄県銀行協会・ 沖縄県人材育成財団 • 海洋博覧
会記念公園 管理財団・オ キナワコンペンションピュー

ロー • 国際協力事業団 ・ 沖縄県体育協会・沖縄県

工業連合会 ・沖縄県商工会議所連合会・沖縄県商
工会連合会 ・ 沖縄県経済者協会 · 沖縄県中小企業
団体中央会・共 同組合沖縄フリー ト レ ー ド ゾー ン ・

沖縄 県農業共同 組 合 中 央 会 ・ 沖縄県水産業 中 央
会・ 日 本青年会議所沖縄地 区協議会・沖縄県青年

団協議会・沖縄県婦人連合会・沖縄県旅館衷境衛
生同業組 合 ・ 沖縄県善意通訳友の会 • N T T 沖縄
支社・ K D D 沖縄支社 ・ 沖縄タイ ムス社・ N H K

沖縄放送局 ・ 琉球放送（困 ・沖縄テ レ ビ放送濶 ・ 琉

球新報社 ・昧 ラ ジ オ 沖縄 • F M沖縄・佃沖縄県バ
ス協会 ・卸沖縄県タクシ ー協会

(4) 実施要綱
参 加 資 格

県外・国外の ゲ ートポー ル愛好者（但 し 、 県 内 チ ー

ム に つ い て は沖縄県 G B 連合の推旭 し たチー ム とす

る 。 ）

ト ポ ー ル

参加チー ム数
120チーム

チ ー ム 構 成

チー ム は監督 1 名 ・ 競技者 5 名以上 7 名以内を も っ

て構成する。
チ ー ム 編 成

年齢・性別の制限 はな しとする。
競 技 規 定

競技並びに審判 は 、帥日本ゲー ト ポール連合公式ゲー

ト ポール競技規則1989に よ る。
競 技 方 法

第 1 日 目 ／予選三者 リ ーグ戦 と 各パート勝者 に よ る
決戦トーナメ ント戦

第 2 日 目 ／決勝 ト ー ナメ ン ト 戦 ・ 第 1 日 目敗者に よ
る親善 ト ーナメ ント戦

表 彰
本大会・ 親善大会 と も 上位 4 チ ー ム を表彰 します。

参 加 料

無 料

(5) 競技運営要項
1 . コートの大 き さ は、 縦15cm • 横20cm とする。

2 . 打順の番号表示布等は、 主催者が準備する も の と

する。
3 . 監督腕章 は各チ ー ムで用意す る こ と 。
4 . スティ ックは参加者が持参する ものとす る。
5 . 大会使用球は主催者が用意する。
6 . 予選リーグ戦の組合せ及び先攻、 後攻は主管団体

に て 決定する。
7 . 決勝トーナメ ン ト 戦の組合せは主管団体 に て 決定

す る 。
8 .  1 日 目 敗者に よる親善大会の組合せは、 監督抽選

に よ る。
9 .  リ ーグ戦の順位決定方法 は、 次の順序 に よ る。

(1)勝 負 (2)得失点差 (3)対戦結果 (4)総得点数
(5)競技規則第4章 第5条 第3項2お よ び3に よ る第1

ゲ ー ム通し。
10. リ ーグ戦に お い て 棄権試合があ っ た場合は、 残 り

チー ムの対戦結果 に て代表チ ー ム を決定す る。
11. 競技の没収があ っ た湯合 は、 勝ちチー ム に 8 点を

与え得点は 8 対 0 と する。

12. 雨天決行 と する。
13. 受付は、 8 月 24 日曲午後 3 時か ら 3 時30分までの

間、 宜野湾市立総合運動場で行います。
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(6) 参加チーム

国 名 チ ー ム名 国 名 チ ー ム名 市 町村名 チ ー ム 名

ポ リ ビ ア ポ リ ピ ア A アルゼン チ ン ア ル ゼ ン チ ン A 具志川 市 具 志 川 3 組

II B II B ＂ 4 組

11 C ＂ C 沖 縄 市 城 月99 lj 

ペ ル ー 南 風 原 町 II D 宜野湾市 普 天 間 三 区

北 中 城 村 大 阪 府 大阪大正区若水会 喜 友 名 老人 ク ラ プ

沖 縄 市 市町村名 チ ー ム 名 真志喜か り ゆ し会

r 且 野 座 村 今帰仁村 玉 城 大 山

名 護 市 竹 馬 大 謝 名

国 頭 村 本 部 町 八 重 桜 宜 野 湾 B 

プ ラ ジ ル 在 イ白 汎I 糾n lR A. 
G B 受 好 全 1 贔11 名 渡 市 屋 部 長 田 C 

II 2 組 許 田 勝 連 町 寅 和 ムコニ

＂ 3 組 r 子 茂 佐 与那城村 与 那 城 村

＂ 4 組 _ 吾 瀬 西 原 町 4 区 老 人 ク ラ プ

＂ ヽ 5 組 宮 里 14 区

＂ 6 組 金 武 町 金 武 A 組 浦 添 市 浦 添 市 A 

＂ 7 紺 ＂ B 組 ＂ B 

＂ 8 組 宜野座村
; 且• 野 座 茶 山

＂ 9 組 石 川 市 前 原 愛 好 会 グ リ ー ン ハ イ ツ

” 10組 嘉手納町 茄- 手 納 伊 祖 C 

＂ 1 1 組 読 谷 村 品
士 保ヽじ‘‘ 宮 城 寿

＂ 12組 楚 辺 牧 港 若 松 会
＂ 1 3組 一号 名 小 湾 老 人 ク ラ プ
＂ 14組 波 平 内 間

II 1 5組 北 谷 町 北 谷 町 浅 野 浦
" 1 6組 北 谷 町 A 月99 LJ 田

＂ 1 7組 ＂ B 那 覇 市 具 志 B 

ハ ワ イ ノ ‘ ワ ィ A ＂ C 那 覇 海 邦
＂ B 具志川 市 す み れ 識 名 セ ン タ ー A
＂ C 高 江 洲 成 人 会 ＂ B 

＂ D 具 志 川 1 組 武 好 友 会
＂ E ＂ 2 組 安 謝
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市町村名 チ ー ム 名

那 覇 市 守 礼

首 里平 良 若竹会

前 島 こ と ぷ き

石 嶺 む つ み 会

識名 G B ク ラ プ

わ か ば

第 一 睦 美 会

与那原町 与 那 原

与 那 原 A 

南風原町 津 昂- 』 山

豊見城村 豊 見 城

伊 良 波

糸 満 市 月•9 IJ 端

糸 満 漁 協

束風平町 野 原 食 品 店

富 盛 3 組

II 7 組
ご且阜ー

次 A 

具志頭村 与 座 2 組

玉 城 村
↓臼-ヽ--

里

佐 敷 町 佐 敷 A 

” B 

大 里 村 当 間 A 

＂ B 

大 里

平 良 市 宮 古 平 良

下 地 町 J I  I 満

伊良 部町 国 仲

(7) 世界のウチナーンチュ大会 記念ムーンピーチ
カ ッ プゲー ト ボール大会 開会式ブロ グラム

1 . 選手団集合
2 . 選手入場
3 . 開会宜言
4 . 世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会実行委員会々 長挨拶
5 . 沖縄県ゲー ト ポール連合会長挨拶
6 . 来賓挨拶
7 . 競技上の注意
8 . 選手宜誓
9 . 事務連絡
10. 閉会通告

(8) 世界のウチナーンチュ大会 記念ムーンビーチ
カ ッ ブゲー ト ボール大会 閉会式ブロ グラム

1 . 選手整列
2 . 成組発表
3 . 表 彰 式

4 . 講 評
5 . 閉会宜言
6 . 解 散
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(9) 予選 リ ーグ戦組合せ表
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第 I llり 出I I 
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1白L2

⑬

①穴®―⑤ ⑮ ヽ
コ

I 
村 プラ ジ ル

那 覇 市

第 1 首里乎良若竹会

1 4  

コ

I 

卜 許 田 赤 ⑬ ↓
10 白 紺江洲成人会

宜 野湾市

第
1 5  

1 6  

コ

I 

宜野湾市
真志喜かりゆし会

’‘ ’/ 1.c.. 、
赤10 ⑪ 白 嘉 手 納

玉 城
ー

赤 ⑬ ッ
，白

ペJV-30 
北 中城村

内 間 7 ⑭ 

那覇 市

プ ラ ジ ル ＼ 乎 良 市
12 白 宮古乎良
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00) 競技日程

1 回 目 ( 8 月 25 日 ）

試合 予定時間 傭 考

1 10 : 00 - 10 : 30 

2 10 : 40~  1 1 :  10 

3 11 : 20-1 1 : so 

4 12 :00 - 12 : 30 

昼食 12 : 30 - 13 : 10 戦

5 13 : 10 - 13 : 40 

6 13 : 50 ~ 14 : 20 

7 14 : 50 ~ 15 : 20 決 勝

8 15 : 30 ~ 16 : 00 トーナメント戦

概； 遺 16 : 00 ~ 16 :30 104チー ム

2 回 目 ( 8 月 26 日 ）

試合 予定時間 傭 考

1 8 :30~ 9 : 00 親
2 9 : 10 ~  9 : 40 大

ムコ
3 9 :50 ~ 10 : 20 卜

10 : 30 - 1 1 : 00 

5 11 : 10 - 1 1 : 40 
卜

6 1 1 : so - 12 : 20 戦

昼食 12 :20 - 13 : 00 

7 13 : 00 - 13 : 30 本 大 会

8 13 = 40 - 14 : 10 親本 善大大 会
会

， 14 :20 ~ 14 : 50 準 決 勝 戦

10 15 : 00 ~ 15 : 30 決 勝 戦

(I I) 競技方法

(1) 各コ ー ト で 3 チ ーム リ ー グ戦 を行い、 代表チー ム
が決勝 ト ー ナ メ ン ト 戦に進出 す る 。

(2) 予選 リ ー グ戦、 決勝 ト ー ナ メ ン ト 戦の組合せ は、
大会事務局 に て 決定す る 。

(3) 予選 リ ー グ戦の先攻、 後攻は大会事務局で決定 し
別表進行表の と お り と す る 。

(4) 親善大会の組合せ は監督抽選に よ る 。

(12) 

ト ー ナ メ ン ト 戦
優 勝 識名セ ン タ ー
2 位 前島 こ と ぶ き
3 位 具志川 2 組

II 平良若竹会

親善大会
優 勝 大里村大里
2 位 佐敷町 B
3 位 糸満漁協

JJ 具志川市高江洲成人会
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8
 (13) 決勝 トーナメ ン ト 組合せ表

プ ラ ジ ル 愛 好 会

東 風 平 町 宮 盛 3 2
 

北 谷 町 3
 

大 里 村 当 間 A 4
 

那覇市前島こ と ぶ き 5
 

金 武 4
 

組 6
 

読 谷 楚 辺 7
 

浦 添 市 茶 山 8
 

宜 野 湾 市 B
 

，

 
那 覇 市 守 礼 10 

⑨ l 
リ ピ ア B

 
1 1  

浦 添 市 伊 祖 C 12 

那 覇 市 安 謝 13 

ア ル ゼ ン チ ン C 14 

名 護 市 喜 瀬 15 

プ ラ ジ ル 8 組 16 

具 志 川 市 2 組 17 

ア ル ゼ ン チ ン D 18 

那 覇 市 わ か ば 19 

大 里 村 当 間 B 20 

16  

16  

識
名
セ
ン
タ
ー

1 0  

⑩ l 

20 , ⑨ 2 

1 3  

13  

8
 

9
9
9
9
9

9
9
9
 

9

9

 

ー

⑧ 3 
4

 
2

 

9
＿
 

21 北 谷 町 B
 

勝 連 町 寅 和 会

ペ ル ー 沖 縄 市

24 糸 満 市 前
⑧1 0  

25 浦 添 市 前 田

26 宜野沢市兵喜志か り ゆ し

27 那 覇 市 平 良 若 竹 会

28 プ ラ ジ ル 14 組

29 プ ラ ジ ル 15 組

30 北 谷 町 c
 

31 玉 城 村 富 里

32 プラ ジ ル 愛好会 16

I I  1 1  

11 

⑧ 4 

33 石川市前原愛好会

34 東 風 平 町 宜 次 A

9

9

9

9

9

9

9

9
,
'

 

0

0

 

l

l

 

35 具 志 川 市 3 組

36 那 罰 市 識 名 セ ン ク ー

37 東風平111J野原食品

38 佐 敷 町 B
 

39 大阪大正 区 若水 会

40 宜 野 座 村 宜 野 座



(14) 親善大会組合せ表

⑮ Jヽ ワ ィ E I 

那 II ifi 邦 2
① l  

宜野汀市苔天間三区 3 
⑤ I  8 

具 志 川 市 3 組 4

プ ラ ジ ル 13 組 5
10 

古 平 良 6
⑪ 大 7 

ポ リ ピ ア C 7 
⑭ 

I 

8 里
10  

村具 志 川 市 4 組 9

プ ラ ジ ル 11 組 10
8 ⑤ 2  ⑰ 

大
扉 覇 市 守 礼 II 里 10 ⑤ 6  15 

プ ラ ジ ル 8 組 12

大 里 村 大 里 13
⑫ 

⑧5 
⑨ 3  14 

⑧ 6 15 

北 谷 町 A 15 準
'‘ ワ ィ A 16 決 ⑬ 

⑤ 7 ⑮ ⑤ 3  13 
調 涵 A 17 勝
，、 ヮ ィ D 18 

戟
19 

⑳ 
那 覇 市 安 謝 20 2 ， 18 ⑥ 

宜 野 湾 市 長 田 2 1 5 
金 武 B 組 22

玉 櫨 村 富 見 23
11 ⑤ 4  7 

プ ラ ジ ル 7 組 2ヽ 12 

東 風 平 町 宮 盛 7 組 25

26 

一s 

27 具 志 川 市 I 組 佐 敷 町 B 53 

谷 町 郭覇市第一詮其会 54 

ジ ル 17 組 ハ ワ イ C 55 

谷 町 C 浦 添 市 内 fll) 56 

護 市 許 田 名 護 市 屋 部 57

32 具 志 川 市 す み れ プ ラ ジ ル 12 組 58

33 プ ラ ジ ル 5 組 那 覇 市 わ か ば 59

34 ア ル ゼ ン チ ン B プ ラ ジ ル 2 組 60

35 禰 添 市 浅 野 誦 況 谷 村 波 平 61

36 那 覇 市 石 巖 む つ み 会 附 風 原 町 惇 店 山 62

37 � 連 会 下 地 町 川 満 63

38 沖 縄 市 城 前 ア ル ゼ ン チ ン A “

39 立 野 渭 市 大 謝 名 65

“) 北 谷 町 B 今 燐 仁 ト／ 竹 屈 66 

41 プ ラ ジ ル 14 組 プ ラ ジ ル 9 組 67

42 糸 満 市 糸 満 遍 協 与 那 尿 A 68 

“ .iJ..野湾市 真 喜 志か り ゆ し 会 69 

“ プ ラ ジ ル 6 組 70 

ヽ5 東 風 平 町 野 原 食 品 店 71 

46 宜 野 湾 市 B 大 里 村 当 間 A 72 

り ハ ワ イ B ペ ル ー 国 頭 村 73

“ n  野 座 糸 調 市 前 は 74， 
49 嘉 手 納 町 嘉 手 納 与 那 原 75

50 プ ラ ジ ル 4 組 ペ ル ー 北 中 械 付

51 金 武 町 A 組 豊 見 櫨 カ
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⑭ 

⑤9 ⑬ 

， 
⑥ 

⑫ 8 

⑧ 7  
⑨4 

8 
準

IO 決
⑤ I I  

勝

戦

， 
6 

⑬ 

⑫ 79 ペ ル ー 宜 野 匝 村

80 那 覇 市 武 好 友 会

， 81 況 谷 村 高 志 保
⑤ 13 9 

⑭ 82 ポ リ ピ ア B
①12 

⑪ 83 那 覇 市 具 志 B
④ 6 8 

84 石 川 市 前 原 愛 好 会
3 

⑥ 
⑬ 

85 東 風 平 町 宮 盛 3 組

⑧ 8 

⑩ 

10  86 ベ ル ー 名 護 市

87 具 志 頭 村 与 座 2 組

88 笠 谷 村 喜 名

89 那覇市遭名 G B ク ラ ブ
5 
叩 ペ ル ー 附 風 原 町

91 ア ル ゼ ン チ ン D
⑫ 

92 具志川市高江洲成人会

93 プ ラ ジ ル 10 組

⑤ IS 
” 祠 添 市 牧 泡 若 松 会

95 伊 良 薗 町 国 仲
7 
％ ペ ル ー 沖 鳳 市

⑪ 97 立 野 膏 市 大 山

⑭ 
⑥ 1

0 98 il11添市 グ リ ー ンハ イ ツ

99 ポ リ ビ ア A

l111 プ ラ ジ ル 3 組， 
l11 佐 敷 町 ＾ 

⑪ ⑤ 12 ⑫ ⑤16 
II! 名 襲 市 喜 •

I゚ll 与 扉 櫨
10 I ゜ 直



15. 世 界 の ウ チ ナ ー バ ザ ー ル

世界各国の店舗がな ら び珍 し い小物、 ス ーベニ ール

か ら 物産品の数々 が展示即売 さ れた。 その他、 各国の
味 自 慢 コ ー ナー も 設営 さ れた。

多 目 的広場サイ ド の野外ス テー ジでは、 県内人気パ

ン ド に よ る ロ ッ クコ ンサートは じめ、 盛 り だ く さ ん の
楽 し いイペ ントが終 日行われた。

( 1 ) 日 時
平成 2 年 8 月 24 日向～26 日（日）

(2) 場 所
宜野病市立 多目 的広場

(3) 主 催
世界のウチ ナ ー ンチ ュ 大会実行委員会

沖縄信販株式会社

主 管
O C 共和国 世界のウチ ナ ーパザール運営委員会

(4) 世界のウチナーパザール ・ オープニ ン グ
平成 2年 8 月 24 日 曲 AMlO : 15~10 : 30 
司 会 R O K ア ナ

挨 拶
1 世界のウチ ナ ー ン チ ュ 大会実行委員会

会長 （沖縄県知事） 西銘順治
2 . 0 C 共和国首相

沖縄信販株式会社 代表取締役 森田恒勝

3 ． 海外代表
O C 共和国独立宣言

テ レ ピ ッ 子大統領＆副大統領
テープカ ット

1 世界のウチ ナ ー ン チュ大会実行委員会

会長 （沖縄県知事） 西銘順治

2 . 0 C 共和国首相 沖縄信販株式会社
代表取締役社長 森田恒勝

3 ． 海外代表 プラ ジル経済交流団
顧問 宮城パウロ

4 ． ラ ジオ 沖縄 代表取締役社長 古堅 巌
5 ． 沖縄タイ ム ス 専務 新川 明

6． フ リ ー ゾー ン 理事長 末吉業信
7 ． 物産振興会 理事長 佐久本政敦

8 ． チ ピ ッ コ 大統領 （琉大附属小学校 5 年）
国仲祥子
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9 ． チ ピ ッ コ 副大統領 （ 浦城小学校 4年）

佐久川 顕
花火打 ち 上 げ
風船打 ち 上 げ

オ ープニ ングふ れ太鼓 乙女椿

(5) ウ チ ナーパザー ス テー ジ プ ロ グ ラ ム
8 月 24 日 倹
AMlO : 00~ 10 : 15 
オ ープニ ングセ レ モ ニ ー ゲイト

司 会 R O K ア ナ 生放送

挨 拶
l ． 世界のウチ ナ ー ン チ ュ 大会実行委員 会

2 . 0 C 共和国首相
3 ． 海外代表
4 . 0 C 共和国 独立宣 言

5 ． チ ピ ッ コ大統領 ・ 副大統領
テープカ ッ ト

上記 5 名 に
6 ． ラ ジ オ 沖 縄
7 ． 沖縄タイ ム ス

8. フ リ ー ゾ ー ン 代 表
9 ． 物産振興会

オ ープニ ングふれ太鼓 乙女椿

PM 2 : 30~ 3 : 00 
マ ー チ ング会場パ レ ー ド

真和志中学校吹奏学部 会場内
司 会 本村ひ ろ み

P M  3 : 00~ 5 : 00 
チ ピ ッ 子祭 り

司 会 本村ひ ろ み

咲浜小百合
ェアロ ビクス リクエ ス ト

風船割 り ゲ ー ム

牛乳 ス ト ロ ー 早のみ大会

手品 ー リ ン ・ 中村
PM 6 : 00~ 7 : 00 

り んけ んバ ン ド

司 会 本村ひ ろ み
PM 7 : 10~ 8 : 45 
海外のウチナー ン チ ュ 芸能大会

司 会 佐久田邦彦
PM 7 : 10~ 7 : 20 



カ ポー ラ レス

在ボ リ ピ ア 沖縄県人会 1 2名
PM 7 : 20~ 7 : 30 
空手エイ サ ー ・ パー ラ ンクー

ワシントンD C オ キ ナ ワ 20名
PM 7 : 40~ 7 : 50 
ち んぬ く じ ゅ ー し い

北米沖縄県人会 ロスア ン ゼ ルス 30名
PM 8 : 00~ 8 : 30 
ヤングハ ワイ民 謡

エ リ ッ ク和 田 ほ か 5 名 「波風」
PM 8 : 30~ 9 : 00 
沖縄芝居

仲 田 幸子一行 15名
8 月 25 日 (±)
PM 2 : 00~ 3 : 30 

「つ と む と あ けみ の H E Y 毎土」 R O K 生放送

司 会 真喜屋力、 甲 斐 明 美
出 演 木 原 美智子、 咲浜小百合、 山本茉莉

ア ルベ ルト ・ 城問、 ロザ リ オ ・ 真喜屋
PM 3 : 30~ 4 : 00 
O T V 特番 会場 よ り 生放送

24時問 テ レ ピ 「 愛 は地球 を救 う 」 13
ロー カ ル生放送

PM 4 : 00~ 5 : 20 
在沖縄二世 ・ 三世 ア トク ラ シ ョ ン

司 会 名 嘉 山 末子
出 演 ア ルベ ルト ・ 城問 ＋ ロザ リ オ ・ 真喜屋

フィ リ ッ ピン民族舞踊 6 名
宜保マ ウ ロフ ァ ミ リ ー バン ド 7 名

PM 6 : 00~ 7 : 00 
マ リ ーwith メ デュ ーサ ロ ッ ク コ ンサ ート

司 会 高良 茂
P M  7 : 00~ 9 : 00 
海外ウチナ ーンチュ芸能大会

司 会 吉 田 安 盛
P M  7 : 00~ 7 : 10  

み や ら び

在 ア ル ゼンチン沖縄県人会 1 名
PM 7 : 15~ 7 : 25 
スケ ェ ア ダンス

北米沖縄県人会30名
PM 7 : 30~ 7 : 40 
民 謡

在 プ ラ ジル沖縄県人会 4 名
PM 7 : 45~ 7 : 55 

エ ル コ ン ド ルバーサ

在ペルー沖縄県人会 1 名
PM 8 : 00~ 8 : 30 
ヤングハ ワイ民謡

エ リ ック和田 4 名 「波風」
PM 8 : 30~ 9 : 00 
エイサ ー

宜野湾市背年会50名、 伊佐青年会
8 月 26 日 （日）
PM 1 : 00~ 4 : 00 
「気ま ぐ れ ワイ ドスペ シ ャ ル」 R O K  生放送

司 会 棚原克也 ・ 当間 ダーナ→会場 レ ポート
高良 茂 • 森田 ひ ろみ

出 演 伊波美智子 ポ ッ プトーンズ
木原美智子 （アイ ドル歌手）

山本茉莉 「世界の星 た ち 」
特別ゲスト ヤングハ ワイ民謡
濠 ハ ワイ K O H O 放送 と の 2 元 中継 レ ポート

13 : 10~13 : 20 
PM 4 : 15~ 5 : 00 
ヤングハ ワイ民謡

エ リ ッ ク和田
PM 5 : 00~ 6 : 00 
乙女椿民謡 シ ョ ー

PM 6 : 30~ 9 : 00 
海外ウチナ ーンチュ芸能大会

司 会 福田加奈子
PM 6 : 30~ 6 : 40 
兄弟小節

プ ラ ジル沖縄県人会 4 名
PM 6 : 50~ 7 : 00 
高平漫才

在アルゼンチン沖縄県人会 1 名
PM 7 : 10~ 7 : 20 
恋 し東門

在ペルー沖縄県人会 2 名
PM 7 : 30~ 8 : 00 

乙女椿
PM 8 : 00~ 8 : 20 
パフ ォ ーマンス ア メ リ カ 20名

PM s : so~ 9 : oo 
レ ザー光線 シ ョ ー

PM 9 : 00~ 9 : 30 
琉球国祭 り 太鼓
PM 9 : 40~ 10 : 00 
大花火大会＆ レザー光線 シ ョ ー

1 7 1  
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 (6) スケジュ ール

8/17 （金） 8/18 （土） 8/19 （ 日 ） 8/20 （ 月 ） 8/21 （火） 8/22 （水） 8/23 （木） 8/24 （金） 8/25 （土） 8/26 （ 日 ） 8/27 （ 月 ） 8/28 （火）
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(7) 0C共和国世界のウチナ ーバザール実施本部

実 施 本 部

会 長 （首 相）沖縄信販株式会社 代表取締役社長 森田 恒勝

副会長 （副首相）世界のウチ ナ ーンチ ュ•大会実行委員会 饒波 正之
（沖縄県商工労慟部長）

副会長 （副首相）幽 6 沖縄 フ リ ー ゾーン理事長 末吉 業信
副会長 （副首相）沖縄タイ ムス 取締役専務 新川
副会長 （副首相） ラ ジ オ 沖縄 代表取締役社長 古堅
参 与 世界のウチ ナーンチ ュ 大会事務局次長 宮城 光男
参 与 株式会社プレ ーン沖縄 専務取締役 石垣

事 務 局

総 括 真栄城徳七 • 宮城光男

現 場 資 任 者 浦崎 雅範

催事及び運営責任者 赤崎隆三郎

ー 総括、 来賓受付 銘苅 全郎 ・ 比嘉 繁治

←ー テ ナント 砂川 寛士

←ー イベン ト 山本 勇

一 案内放送 与儀 昌光

一 救護 ・ 迷 い子 下地 忠

←＿ 警 備 喜世川 斉

一 車輛管理 島尻 雅彦 ・ 市成 太

,_ o c本部 伊志硲隆彦

,__ OC-VISA 館 城問 三男
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(8) チ ビ ッ コ 大統領選任の件
大 統 領 国仲祥子（琉大附属小学校 5 年）
副大統領 佐久川 顕（涌城小学校 4 年）
出 演
8/22(,f() 前夜祭パ レー ド
8/24倹

10 : 15~10 : 30 オ ー プニングセ レ モ ニー ・
独立宜言 ・ テー プカット

15 : 00~ 16 : 00 R O  K 特番 チ ピッコ祭 り ・・・

会場 よ り 生放送
8/25(t.) 15 : 30~16 : 00 O T V 特番・・

会場よ り 生放送
8/26（日） ）3 : 10~ 13 : 20 R O  K 生放送…

ハ ワ イ K O H 0 2 元 中継

(9) テナン ト 参加店一覧表

沖縄信販加盟店出展企業名簿 (Q C - V I S A館）

昧 京 忌
守 礼 宝 石
隕 福 屋 商 会

洋 宝 石 保
（荀 山 城 時 計 店
昧 都 美
沖 縄 山 喜 販 売 閥

沖 縄 県 人 形 制 作 販 売 協 同 組 合

侑 き ん ら ん 屋
総 合 民 芸 つ ぼ
潤 琉 球 漆 器
北 谷 竹 細 工 店
琉 球 ガ ラ ス 工 芸 協 業 組 合
侑 陶 光 苑
侑 沖 縄 鼈 話 設 備
若 松 堂 製 菓
与 那 覇 サ ン ゴ 加 工 所
琉 球 人 形 制 作 協 同 組 合
メ ガ ネ の EIE LOOK 

那 覇 め が ね
婢 東 江 メ ガ ネ
カ メ ラ ワ ）レ ド
力 メ ラ の モ リ ヤ マ
掬 安 木 屋
マ Iレ ヰ 産 業 條
闊 信 用 堂
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閥 ヨ ナ シ ロ

ア メ リ 力 ン プ ラ ザ

侑） ノ < リ ス 販 売
口 マ ン 書 房
卜 ム テ

ベ ウ ラ 商 事 僻

憫 み つ や 害 店
ポ ラ 沖 縄 販 売 蛛
プ テ イ ツ ク ジ ヨ ナ

昧 ベ ス 卜 電 器
昧 コ ス モ 第 興 商

靴 の メ イ 卜 ク

フ ォ ー モ ス 卜 プ ル ー シ ー ル 閥

新 日 本 テ レ コ ム 昧
侑 夕 イ キ 産 業

昧 仲 善 薬 草 本 舗

侑 南 西 食 品 加 工

侑 菊 之 露

漢 那 酒 造 侑）

日 本 た ば `` — 産 業 閥

沖 縄 経 営 振 興 産 業 協 同 組 合（背 年 部）

ア ザ マ ア ン ド 力 ン ノ ぐ 二

イ ン ド レ ス ト ラ ン ダ ー ジ マ ハ ー ル

卜 二 ロ マ 沖 縄

テ イ オ ピ ツ ク 卜 Jレ

ひ ろ し 屋 食 品 閥

あ じ ＜ ら 商 事

沖縄県 フ リー ゾーン出展会社名簿（海外の物産展）

債 山 田 宝 石 貿 易 セ ン 夕

閥 ゲ パ ラ イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル

僻 南 星
侑 ワ ー ル ド エ ン タ ー プ ラ イ ズ カ ン パ ニ ー

閥 琉 球 堆 綿 漆 器

僻 ジ ミ

沖縄県小麦粉食品産業協議会 出店会社名簿 （沖縄の味）

株 式 会 社 ぐ し け ん

沖 縄 製 粉 株 式 会 社

広 東 食 品

寿 味 屋 食 品 株 式 会 社

ア ワ セ そ ば 製 麺 工 場

株 式 会 社 サ ン 食 品

オ キ コ 株 式 会 社



有 限 会 社 な か ゃ 良 材 ヤ マ ダ コ プ
株 式 会 社 名 城 沖 縄 長 生 薬 草
合 資 会 社 沖 縄 製 ふ 沖 縄 県 書 籍 販 売 組 合
合 資 会 社 第 ノ く ン N T T 

有 限 会 社 琉 球 酢 沖 縄 郵 政 管 理 事 務 所
パ テ ィ シ ェ ー ル . ポ ン フ ァ ン オ リ オ ン ピ ル 株 式 会 社
お 菓 子 の 店 み や ぎ ペ プ シ
リ ユ セ ロ 株 式 会 社 コ 力 ． コ ラ ポ 卜 リ ン グ
有 限 会 社 白 ノ く ラ 洋 菓 子 店 沖 縄 県 出 店 組 合
サ 二 食 品 株 式 会 社 工 ス 企 画

株 式 会 社 琉 菓 堂
債 旭 食 品 工 業

沖縄県物産振興会（県 内物産展）

瑞 泉
仲 里 酒 造
沖 酒 協

多 良 / I I  
久 米 仙 酒 造
吉 浜 さ ん y• 

与 那 覇 さ ん �· 
ひ る ぎ ェ 房

藍 染 み な が ゎ

胡 差 焼
暁 商 事
サ ク ガ ヮ 屋
琉 球 総 合 製 装
ま じ る 商 店
小 浜 養 蜂 場
沖 縄 特 産
沖 I ヽ ム
赤 マ Jレ ソ ウ

チ 卜 セ

玉 み つ 屋

海 洋 食 品

内 間 海 産 物
工 ノ ゞ 才 ン ワ ド

又 吉 薬 草 園

渡 真 利 海 産

山 内 産 業

梅 正 餅 菓 子 店
ノゞ ヤ リ ス

口 ズ I ヽ ミ ）レ 卜 ン
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16. 国 際 交 流 シ ン ポ ジ ウ ム

本大会の大 き な 目的のひとつ は世界各国のウチナー

ンチュ の活躍 を 基礎 に し た今後のウチナーンチュ ネ ッ
ト ワ ークの創設に ある。

シンポ ジウ ム で は 、 最 新のA V を駆使 し て参加各国

お よ び県 内外の有識者 に よ る謂演お よ びシンポ ジウム
を通 し て 、 今後のウチナーンチュ ネ ッ ト ワ ークのコ ミ ュ
ニケーシ ョ ン活動の望ま し い姿 を 追求 し た。

( 1 ) 日 時

平成2 年 8 月 24 日 曲 13 : 00~16 : 00 

(2) 場 所

沖縄コンベンシ ョ ンセンタ ー大会議室

(3) 主 催
世界のウチナーンチュ 大会実行委員会

共 催
條ラ ジ オ 沖縄

プログ ラ ム

a . 基調講演
前 川 昌 道 （元 K D D 沖縄支社長 現ニ ュ ー ヨ ーク ・

テ レコム 社経営）
「 国際化時代の中で求め ら れて いる こ と」

b . パネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

「 イ チ ャ リパチ ョ ー デー 地球市民」

（ パネ リス ト ）

石川 秀 雄 （沖縄県総務部長）
稲嶺 恵一 （琉石グルー プ議長 ・ 沖縄経済同友会代

表幹事）
高 良 倉吉 （ 浦添市図書館長 ・ 歴史家）
与 那嶺真次 （世界のウチナーンチ ュ 民間大使 ・ プラ

ジ ル）

湧上 和 夫 （世界のウチナーンチュ 民間大使 ・タイ）

具 志堅美代子 （世界のウチナーンチュ 民間大使 ・ フ
ラ ンス）

仲宗根雅則 （世界のウチナーンチュ 民間大使 ・ イ タ
リ ア ）

高 良 初子 （世界のウチナーンチュ 民間大使 ・ ザン
ピ ア共和国）

崎 原 貢 （国際俎話 に よ る参加、 ハ ワ イ大学教授）

司 会
米吉奈々 子 （（因 ラ ジ オ 沖縄 アナウンサ ー）

コーデ ィ ネ ー ク ー

松原 洋司 （閥ラ ジオ沖縄 取締役編成局長）

（基調講演〉

国際化時代の中で求め られて いること
前川 昌道氏

沖縄国際交流の核に
本 日 は講演の機会 を い た だ き あ り がとう ございます。

また、 唯一のヤマ ト ンチュ の民間大使への任命 も喜ん

でお引 き 受け し 、 沖縄に い ら っ し ゃるみ な さ んのため
に 、 あるい は海外で活躍 さ れて いるウチナーンチュ の
た め に 、 微力 な が ら も 尽力 し て い き たいと思っ てお り
ます。

さ て 、 「世界のウチナーンチュ大会」 の記念シンポジ

ウム に あ た り 、 （国際化時代の中で、 求め られているこ
と〉 のテー マ に 沿 っ て 、 世界のウチナーンチュが21世

紀に向けて何を すぺ き か、 私の意見を述べ さ せ て い た
だ き ます。

今、 国際化の中 に あ っ て求め ら れて いるの は、 ウチ
ぐ り

ナーロでい う 「 イ チャ リバチ ョ ー デー」 の精神、 すな
わ ち ‘相互理解” と ｀強調” であ り ま し ょ う 。 一方、
沖縄の繁栄 に必要なのは何か。 それは今大会のテーマ

に据え ら れた、 地球規模のウチナーンチュの発展だと
お も います。 こ こ でい う ウチナーンチュ に は県内外は

も ち ろ ん、 広 く 海外で活躍する方すべて を含んでお り
ます。 み ん な が人間 ら し く 豊か に 在 ら す た め に は、 沖
縄県の経済発展が第一の課題です。 こ れな く して潤い
のある生活の想 像は難 し いで し ょ う 。 し か し なが ら 現

在のと こ ろ は、 県経済 はかな り の部分に国の補助 を受
け て お り ます。 自助独立 に 向 けて沖縄県 は最大の努力
を せね ば な り ません。 こ れに 対 し 、 世界各国 に移 り 住
んでいるウチナーンチュ は何がで き るで し ょ う か。 そ
れは、 世界中で活躍するウチナーンチュ が結束 し、 か

つ て 琉球王朝時代 に 交易の拠点とな っ て い た よ う に、
沖縄を さ ま ざまな交流の核とする こ とです。

今大会に は、実に海外19カ 国か ら二千余人のウチナー

ンチュ が母県沖縄に集っ たと聞 い て お り ます。 み な さ
んの胸の内 に は、 故郷・ 沖縄のた め に とい う 気持 ち と、
自分た ちのル ーツ を 訪ねた いとい う よ う なロマン も 秘
め ら れて いると思います。 い ずれに し ろ大会がか く も
盛大な 開催 を見ま し た こ と は、 沖縄と海外のウチナー

ンチュ が力 を合わせ て、 再び世界を舞台に活躍 し よ う
と気持 ち が一致 し た結果だと私な り に解釈 し て お り ま
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す。 沖縄の発展に向 け て 、 世界中に点在 す る ウ チナ ー

ンチュが結束 す る ためには、 お互いの心の触れあ い 、
相互援助 ・ 相互協力ので き る世界的規模のネ ット ワー

クづ く り 、 今大会 を機に必ず成功 さ せ ね ばな ら な い と
考 え て い ま す。 世界の ウチナ ー ンチュの結束 こ そが大
会のテー マであ り 、 沖縄発展の永遠のテーマでは な い
で し ょ う か。

琉球王国、 再び

先ほ ど も 申 し上 げ ま し た よ う に、 沖縄 はかつて大交
易時代に海外交易の拠点と して隆盛を誇 り 、 小国であ っ
たに も かかわ ら ず ｀沖縄 こ こ にあ り ” と世界に名 を 轟

かせ て い ま し た。 しか し現代にお い て は、 小国であ る
こ とに甘ん じ て い る よ う に 見 う け ら れ ま す。 ど ち ら か
とい う と内向性の強い ウチナー ンチュ は、 小 さ な こ の
島で何 を すればい いのかな あとい う 思 い は あ っ て も 、

実際に何か を は じ め よ う とす る チャ レ ン ジ精神に欠 け

て い る と こ ろがあ り ま す。 こ こ で交易の盛んであ っ た
時代 を思い起 こ し て世界中の ウチナ ー ンチュ が手 を取
り 合い 、世界を相手に した交易 を復活 さ せ る ことによ っ
て 、 経済的な大国になれる 可能性 は十分にあ る と 自 覚
し て い た だ き た いと思 い ま す。 世界規模 ・ 地球規模の
沖縄 を い かに創造す る か を 考 え 、 世界中 を巻 き 込ん だ

沖縄大国の実現に向 け て挑戦 し て 欲 し い も のです。

新 し い沖縄の可能性

は じ めのほ う で も 指摘 し ま し た が、 地 元 沖縄県の内

部課題 は、 経済的な基盤の強化に努め 自助独立 を 果 た
す こ とで し ょ う 。 と こ ろ が、 残念な が ら 第一次産業、

第二次産業 は それほ ど振興で き な い状況にあ る よ う で
す。 では何に 目 を 向 け れ ば よ いのか。 例 え ば、 現在た
く さ んの近代的な ホ テルや ゴルフ湯な どの リ ゾー ト 施

設が建設 さ れて い ま す が、 こ う い っ た観光産業に経済
発展の糸 口 があ るので は な いかと、 私は思い ま す。 本

土か らのギ ャ ル だ けでな く 、 海外か ら も 観光客 を 引 っ
張 っ て こ れ る よ う な国際的 リ ゾー ト 基地へと成長 し な

ければな ら な いで し ょ う 。 ま た 、 近年伸 びの著 し いハ
イ テク産 業 を 考 え る な ら ば、 優秀な人材 を育成 し 高度

に発展 さ せ、 世界を相手に その技術 を 売 り 込む ピジネ

スが求め ら る よ う にな る で し ょ う 。 こ れ ら の施策 を 図

る ためには、世界的規模の ウ チナ ー ンチュ・ネ ット ワー

クの活用が大 き な ポイ ン ト とな り ま す。 繰 り 返 しに な

り ま す が、 広 く 世界に沖縄 を理解 し て も ら う こ と は 国
際化社会にお い て 非常に大切な こ とです。 沖縄 を 知 ら
な い相手に は手 を差 し伸べて も ら う こ と も 、 経済的な
活性化 も 望 め な い か らです。 沖縄の良 さ を P R し 、 相
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互理解 を 深 め る にあ た っ て核にな る よ う 世界中の ウ チ
ナ ー ンチュが手 を取 る こ と は も ち ろ ん、 か つ て 沖縄に
滞在 し た こ との あ る 外国の方に協力 を 求 め る の も よ い
ア イ ディ アで は な いで し ょ う か。 帰国後 も 沖縄 を懐か
し く 思 っ て い る 外国人 は 多 い は ずで、 彼 ら を 積極的に
呼び寄せ る 工夫 を す る のです。 具 体的に は 、 も う 一度
沖縄へ移住あ る い は滞在で き る 制度 や仕組み を作 っ て
や る 。 それ を 機会に沖縄の た め 尽 力 し て も ら え る よ う

なシス テム を 考 え る 。 と り わ け、 外国人の経済的な影
秤 を大 き く 受 け て い る 沖縄 市 な どで は 、 急 を 要 す る 問
題で し ょ う 。 世界に点在 す る ウチナ ー ンチュ は 地域 ご
とに核 を つ く り 、 そ れ を 通 し て 各国の人 々 と交流 を 深
め 、 得 ら れ た成 果 を も とに経済的 あ る い は 文 化芸術的
なイ ンパク ト を 与 え ら れ る よ う なチ ャ ン ネ ル形成 を 心

が け て い き た い も のです。

ネ ッ ト ワ ー ク づ く り は国 に あわせて、 人 に あ わせて
チ ャ ンネルやネッ ト ワーク を 作 る に あ た っ て 留 意 し

て い た だ き た い こ とが あ り ま す。 そ れ は 、 一世の方が
少 な く な り つ つ あ る 現在、 二世か ら 五世のみ な さ んに

対 し て故郷 ・ 沖縄 を どの よ う に結 び つ け 、 沖 縄に ご協

力 い た だ け る よ う にす る かとい う 課題です 。 以前、 私

がハ ワイ の沖縄県人会の会議に同席 さ せ て い た だ い た
時の こ とですが、 ウ チナ ー 顔 を し たみ な さ んの問で飛

び交 う の は す べ て 英語 だ っ たのです。 ち なみ に その 日
のテ ー マ は「 ハ ワイ で開 く 沖縄 祭 り 」。 こ う し た光 景 は

今後ハ ワイ だ けでな く な っ て く る で し ょ う 。 ウ チナ ー

ロ や 日 本語 を き ち んと伝承 し て い く こ との重 要 さ を し

み じ みと感 じ ま し た ね。 ぜひ早急に対策 を 考 え ね ばな

ら な い と思 い ま す。 言薬が違 い 、 社会状況 も 国民性 も
異 な る 世界の国々 そ れ ぞれに即応 し た方法 を 、 です。

欧米な どの先進国での方法 を 開発途上国 に当 て は め よ
う と し て も 、 そ れ は無理 な 話で し ょ う 。 で す か ら 、 各

国事情の情報収集 ・ 分析で き る 体制 を 整 え 、 その上で
国情に沿 っ た的確か つ効率の よ い方法論や施策 を 展 開

し て い く こ とが強 く 望 ま れ ま す。

イ チ ャ リ パチ ョ ー デー、 地球は ひ と つ
最後に重ねて 申 し上 げ ま す が、 今 回 の 「世界の ウ チ

ナ ー ンチュ大会」の 目 的 は 、 地球規換のウ チナ ー ンチュ・

ネ ット ワークの確立に あ り ま す 。 海外か ら い ら っ し ゃ っ

た方は大会の主 旨 を ご理解の上、 世 界 を 採 り 込ん だ往
時の琉球王朝 を 思 い お こ し 、 ご 自 分のお国でネ ッ ト ワー

ク活動に ご協力 く だ さ い。 私 た ち が故郷の た め に何 が
で き る か を よ く 考 え 、 世界中の ウ チ ナ ー ン チュの相 互

発 展 と共存共栄の た め 力 を尽 く し て い き ま し ょ う 。 今



大会 を 機 に 、 沖縄が国際化社 会 ヘ ス タート し 、 未 来 に
継いでい け る よ う 願 っ て やみませ ん。 世界は一 つ。 地
球市民ウチナーンチュ のみ な さ んで頑張 り ま し ょ う 。
ご静聴、 あ り が と う ご ざ い ま し た。

くパネ ル デ ィ ス カ ッション）

イ チャ リバチ ョ ー デー 地球市民

ウチナーンチ ュ の優 し さ 、 お と ら か さ を 大切に し な

が ら 、 世界の懸梱に。
世界のウチナーンチ ュ 大会 開催記念 ・ 国際交流シン

ポジウム は 、 民間大使 ・ 県 内知識人 ・ 財界人 ・ 県代表
を パネ リ ス ト に招 い て 開 か れ た 。 21世紀の国際化時代
に大 き く 貢献 し う る ウチナーンチ ュ の役割と は、 地球
規模のネ ッ ト ワークづ く り と は。 250人の参加者 を 巻 き

込 んで、 活発な 意見が交換 さ れ た 。

ウ チナ一気質のキ ー ワ ー ド た ち
松原 「世界のウチナーンチ ュ 大会」、 そ し て こ のシン

ポジウム と も 、 世界各地で活躍 さ れて い る ウチナーン
チ ュ のみ な さ んが21世紀 を 目 前 に 一堂に集い、 親睦交
流 を図 る こ と が第一の 目 的とな っ て お り ます。 こ れ を
さ ら に 一歩進め て 、 こ こ で結束 し た ウチナーンチュ の

エネル ギ ー を 今後 どの よ う に産業・ 教育の振興に つ な
いでい く か、 ま た有 機的なネ ット ワーク を い か に作 り

上 げ る かな ど を 具体的に検討す る こ と も 、 重要 な 目的
のひとつで し ょ う 。 以上の目 的達成の た め に まず必要
なのが、 私 た ち はと も に ウチナーンチュであ る とい う
ア イ デン テ ィ テ ィ ー を確立 し て い く こ とだ と 思 います。

フ ラ ンス 革命の指導者の一人、 サン・ジェ ス テ は、 「革

命 を 達成す る た め に は ｀思想” が大切だ」 とい う 言葉
を 残 し て い ま す が、 こ こ で い う 思想 は私 た ち ウチナー

ンチ ュ の場合に は ‘ ア イ デン テ イ ティ ー” に 置 き 換 え

る こ と がで き る で し ょ う 。 ウチナーンチ ュ と し ての共

通のア イ デン テ イ テ ィ ー を 互い に確認す る 作業か ら 始

め な けれ ば、 固 い 結束 は成し 遂 げ ら れ な いと理解 し て
お り ます。

世界の懸橋、 万国津梁
松原 ウチナーンチュ の県民性や ア イ デンテ ィ ティ ー

を 解 き 明 か す た め に 、 ウチナー的な キ ー ワー ド を も と
に探 っ て い こ う と 思 います。 ま ず は、 その代表的な言

葉であ る 。 「万国油梁」 に つ い て 歴史家の高良倉吉 さ ん
に お話 し て い た だ き ま し ょ う 。

高良 （倉） こ の 言 葉 は御存 じの方も 多 い か と 思いま

す が、 ｀万国” は世界、 あ ら ゆ る国とい う 意味で、 ｀津
梁＂ は船舶 を指 し て います。 つま り 、 世界を船でつな
ぐ 、 世界の懸橋とい う 意味です。 1458年、 首里城正殿
に掛け られた鐘に刻み込まれた言葉ですが、 その他に
も 「我々 は東南アジアの国々 と友好関係に あ り 、 交流

を以っ て他国文化を吸収 し、 交易 に依 り 大変栄 え て い
る 」 とい っ た こ とが記 さ れて います。 万国津梁とはす
な わ ち 、 アジアの国々 と交流 して友好関係に あ る 琉球
が世界の懸橘の役割を果 た し て い る と自 負 し、 刻んだ
ものだっ たのです。 当時の琉球 はま さ に 万国津梁に ふ
さ わ し く 輝か し い国際交流を展開 し て いま し た。 那覇
の港 は、 た く さ んの貿易品や各国の情報 を積み込んだ
数多 く の船が、 ひ っ き り な しに往来す る国際貿易港だっ
た こ とでし ょ う 。 同 じ頃、 マ レ ーシアのマ ラッカ は東
南アジアの貿易 センター的存在で し たが、 そ こ に も 琉
球の船 は盛んに行っ て います。 この港の管理に は ア ラ
ピア語でサパンダールと呼ばれる 長官職があ り ま し た
が、 長官に は マ ラッカ で有名 な交易国人が任命 さ れ、
その内の一人が琉球人だっ た と の記録 も 残 さ れて いま
す。 こ こで注目 し た いのはマ ラッカ の地理的位置です。

西へ進め ばイ ン ド 商人の活躍す る イ ン ド洋へ、 さ ら に
西 は ア ラ プ世界、 つ い に は地中海 に も 達す るのです。
当時の琉球人は万国津梁を謳いながら、 マ ラッカ を中
継地点にまさ に世界的スケールの貿易 を展開 し て い た
のです。

さ て、 万国津梁に先人た ち が こ めた別の側面 も ご紹

介 し て お き ま し ょ う 。 当時の琉球の外交記録 「歴史宝

案」 に よ る と、 琉球王 と マ ラッカ 王が取 り 交わ し た外

交文苔の中 に こ んな表現があ り ます。「四海の内みな兄
弟 な り 」、 四海とは世界その ものを指し ｀世界は家族み
た い な も の＂ の意の 「四海一家」 な どの表現 も 出 て き
ます。 こ う た友好的な考え方や、 お互い に対等な立場
で理解 し あ う と い う 姿勢をすでに琉球は持っ て いた。

「万国津梁」 の四文字に込め られた意味 は、 平和 ・ 友
好 を基盤に し た相互理解であ り 、 沖縄の人が 自 ら世界
の懸椅に な ろ う と い う こ とです。

知 り 合え ば兄弟、 イ チ ャ リ パチ ョ ーデー

松原 高良 さ んのお話では 「四海一家」 と い う 考 え 方

がすでに14、 15世紀頃か ら あ っ た とのこ とですが、 「 イ
チ ャ リパチ ョ ー デー」 も や は り ｀人類みな兄弟＊ の よ

う な 非常に平和的な思考姿勢のペー ス に な っ て お り 、
共存共栄や相互扶助、 あ る い は協調性とい っ た県民性

を 象徴す る キ ー ワー ド だと思います。 こ れは、 稲嶺さ

ん に 解説 し て い た だ き ま し ょ う 。

稲嶺 「 イ チャ リ バチ ョ ー デー」 とは、 出会っ た人は
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みな兄弟 と い う 意味で こ れ と 似た言葉 は世界各国 に あ

る よ う です。 若干ニ ュ ア ン ス は違い ま すが、 「袖振 り 合

う も 他生の緑」 と か 「一期ー会」 な ど 日 本 に も 出会 い

を大切にす る こ と わ ざがあ り ま す。 しか し 、私は‘‘チ ョ ー

デー” と い う 非常 に 身近な言薬使 い に 、 ウ チ ナ ー ン チ ュ
の心の広 さ や温か さ 、助け合いの心 と い っ た微妙なニュ

ア ン ス を感 じ ま す。 そ う し た こ と と 1関連付 け な が ら 、

印 象 に 残 っ て い る 私の体験 を い く つかお話 し た い と 思

い ま す。 以前、 ア メ リ カ の ヒ ュ ー ス ト ンで総領事 と 会

見 し た折に こ ん な 話 を 聞 き ま し た。 基地の街 ヒ ュ ー ス
ト ン に は軍関係者が海外勤務の時に結婚 し た 日 本の花

嫁 さ ん も 大勢 き て お り 、 そ の彼女 た ち か ら ト ラ プルの

相談が多 く 持 ち 込 ま れ る。 け れ ど 、 なぜか沖縄の女性

は一人 も 来 た こ と がな い と い う のです。 そ の時私は、

「沖縄人 は横の連帯が非 常 に 強 い ので、 模合な どの場

でお互い に相談 し合い、 悩 み を 打 ち 明 け た り し て 心の

つな が り を保 っ て い る 。 そ う し た こ と に よ っ て 自 分た

ち で問 題 を 解決で き る の で、 相談 に は来 な いの で し ょ

う 」 と こ た え た のですが、 実際 に 後 で週べて み た ら ほ

ぼ そ の通 り だ っ た よ う です。 ま た 、 ポ リ ピ ア の サ ン タ

ク ル ス に行っ た時に第 1 、 第 2 、 第 3 の移住地 を 回 っ

たのですが、 そ こ で は み な さ んが約20万坪の巽地 を持

ち 、 大豆や麦の栽培 を中心に成功 し て お ら れ ま し た。

し か し い ろ い ろ お伺 い し て み る と 、 そ こ に は貨熱病や

食 粗 難 に 苦 し め ら れた過酷な歴史があ り 、 つ い に は ワ

ニ ま で を も 捕 ら え て 食べ ざ る を 得 な か っ た ほ どの苦労

の時代が あ る のです。 そ ん な どん底の状況で も 、 み な

が手 を取 り 合 っ て歯 を く い し ば り 乗 り 越 え て き た と い

う 話 に 、 イ チ ャ リ パチ ョ ー デー の栢神が は る か南米の

地 で も 脈打 ち 、 こ こ ま でや っ て こ れ た の だ な あ と 強い

感 銘 を 受 け た次第です。 日 本 は国際化社会の中で嫌わ

れて い る と 言われ ま す が、 こ れ は一つ に 他者 に 対す る

思 い や り が足 り な い か ら で は な いか と 思い ま す。 日 本

の よ う な単一民族の 島 国 で は 、 ど う し て も 自 分 た ち サ

イ ズ の偏っ た思考に な り が ち です。 そ の点沖縄は、 大

交易時代や薩摩 の支配時代、 廃 藩 硲 県 や ア メ リ カ に よ

る 占領 な ど、 過去の長 い歴史の中か ら 多様 な民族性 を

培 っ て き た よ う に感 じ ま す。 ま た 、 27万人 も の ウ チ ナ ー

ン チ ュ が海外に 出 て お ら れ る の も パ ラ エ テ ィ ー に 宮 ん

だ考 え 方 を生む要紫 に な っ て い ま す。 そ う し た 意味か

ら 考 え る と 、 今後 日 本の 中 で沖縄が果 た せ る 役割 は ま

す ま す大 き く な っ て い く の で は な い で し ょ う か。 た と
え ば、 国内 に あ る い く つ かの国際セ ン タ ー の中 で も 沖

縄の そ れが一番評判がいい と 聞 き ま す。 そ の理 由 は単

に学ぶだ け で な く 、 一般家庭へのホ ー ム ス テ ィ を は じ
め と す る さ ま ざ ま な イ ペ ン ト を 通 し た地域住民 と の触
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れ 合 い に あ る よ う です 。 ど う も 日 本人 は明治以降、 欧
米社会 に 対 し て 一種の コ ン プ レ ッ ク ス を持 つ一方、 自

分 よ り 立場が下 だ な と 思 う 人 に 対 し て 尊大 に な り がち

で す が、 沖縄人 は そ の辺 り を お お ら か に 付 き 合い ま す

ね。 私が束 京 の 自 動 車 会社 に 勤務 し て い た時 、 東南ア

ジ ア に 派逍す る サ ー ピ ス マ ン に 沖縄 の 人 を 選 ぶ よ う に

し た と こ ろ 、 周 囲 に う ま く 溶 け 込 み 、 非常 に ス ム ー ズ

に い っ た こ と があ り ま す。 や は り 人問同志な の ですか

ら 、 ち ょ っ と し た し ぐ さ や表情 で も 相手 に 本 当 に 好意

を 持 っ て い る か ど う か分 か る も の で す 。 い ろ い ろ な意

味で、 ウ チ ナ ー ン チ ュ の 籾 神 が大 き く 評価 さ れて い く

の で は な い か と 考 え て い ま す。 先般、 私 が お も し ろ く

読 ん だ論文 が あ り ま し て 、 そ れ は ド イ ツ の 日 本研究所

所長 ・ ク ラ イ ナ ＝ ヨ ー ゼ フ さ ん が掛 い た 「沖縄 を知れ

ば ア ジ ア が見れ る 」 と い う も の で す 。 貶略 を 申 し 上 げ

る と 、 沖縄 は 日 本 の 中 で も 異 四 な 文 化 を 持 ち 、 日 本が

本 当 に 世界 に 通 じ る た め に は そ う い う 異質 な も の、 す

な わ ち 沖縄 を 十分 に 確認 し て 生か さ な け ればな ら な い。

同 時 に 沖縄の人 も も っ と 誇 り を 持 っ て 沖縄 の文化や沖

縄 そ の も の を 大事 に す ぺ き だ と い っ た 内 容です。 た し

か に 沖縄は本土復帰後、 日 本 に 追い つ け と ばか り に 同

化意識が強か っ た の で す が、 最近で は逆 に 沖縄 の 中 で

も そ の異質性 を 大 切 に し よ う と い う 動 き も 出 て き て い

ま す。 私た ち が イ チ ャ リ バチ ョ ー デ ー の精神 を 持 ち つ

づ け る 限 り 、 日 本 の 中 で沖縄が果 た す 役割 は 大変重要

だ と 、 重 ね て 強調 さ せ て い た だ き ま す。

世界の ウ チ ナー ン チ ュ 事情

松原 お二人 の お 話か ら 、 ウ チ ナ ー ン チ ュ の 県民性お

よ びア イ デ ン テ イ テ ィ は、 協調性 と 人間 的 な優 し さ に

あ る と う かが い知 る こ と が で き た と 思 い ま す。 沖縄は

戦前か ら 移民 県 と し て 知 ら れ て お り 、 沖縄系の海外移

住者 は そ の子弟 を 含 め ま す と 実 に 22 カ 国27万 人 に も 上

る と いわ れて お り ま す。 「 ナ ン ク ルナ イ サ 」 と 勇気 を 持 っ

て海外に 飛び出 し て 行 っ た 方 々 が持ち前の勤勉 さ を も っ

て 、 現在の よ う に 見事 な ま で の 活躍 を 続 け て い ま す。

そ う し た 方々 の 中 か ら 、 こ こ に パネ リ ス ト と し て 5 人

の 方 を お招 き し 、 世界各国の ウ チ ナ ー ン チ ュ の事情 を

お話い た だ き た い と 思 い ま す。

ネ ッ ト ワ ー ク の基盤 はすでに ・ ・ ・ （プラ ジル）

与那嶺 現在、 プ ラ ジ ル に は55の沖縄県人会 支 部 が あ

り 、 サ ン パウ ロ 市内 だ け で も 23 を 数 え る な ど 各地域 ご

と に 県人が結束 し て い ま す。 82年の歴史 を 持 つ プ ラ ジ

ルの移民社 会 で は 、 一世 の 方 々 の懸命 な 努力 の お か げ

で二世 も ウ チ ナ ー ン チ ュ と し て 高 い意識 を 持 っ て い ま



す。 そ う し た衷 境 に い て私 た ち 三世 も つ な が り が強 く 、
頼 も し く 思 っ て い ま す 。

ラ テン系のオ ープンな国民性 を 持 つ プ ラ ジル社会は

パ ワー が あ っ て 競争 も 激 し いので、 人種差別な ど考え
る暇が な い ほ ど。 多 く の 日 系人 も のびのびと生活 し て
います。 日 系社会 は 教 育 レベルが高 いので、 特 に 二世
は プ ラ ジル人と し て幅広 い分野での活動実績があ り 、
三 世 に も 同様 に こ れか ら の期 待 を か け ら れて います。
その場合、 私 た ち は あ く まで も プ ラ ジル人と し ての活
躍 を 求 め ら れ、 自 分た ち 自 身 も それ が 日 本人と し ての
誇 り と も な ると思 っ て いるのです。 沖縄のみ な さ ん に
知 っ て い た だ き た い の は 、 沖縄県人会の二世や三世 は、
プ ラ ジル人、 日 系人、 そ し て ウチナーンチュとい う 3
つのアイ デンティ ティ ー を 持 っ て いる こ とです。 私た
ち の 家 族 は 、 一世 ・ ニ 世 た ち の横のつ な が り に よ り さ
ま ざ ま な文化や伝統のバ リ エ ーション を 持 っ て います
が、 トー トー メ （系図）やルー ツ とい う 面で は大 き な
絆で結 ば れ て お り 、 ウチナーンチュとい う 意識が私た

ち の精 神の奥深 く 根差 し て いるの は確かです。

県人会活動 は こ れか ら に 期待 （ フ ラ ンス）

具志堅 私 はバ リ に お り ま し て帽子のデザインを 仕事
と し て お り ます けれ ど も 、 私 た ち ヨ ーロッパのウチナー

ンチュ は歴 史 も 浅 く 、 い ろ い ろ と苦労 を さ れた南米と
は 違 い 、 恵まれ た 時代 に渡航 し た と思 います。 私の場
合 も そ う し た 中で外国 に 出 るチ ャ ンス を与 え ら れ、 自
由 に 勉強で き る環境 に 飛び込む こ とがで き ま し た。 逆

に 申 し 上 げれば、 そ う い う 意味では恵まれ す ぎ てウチ
ナーンチュの意識 も 少々 弱か っ たの じ ゃ な い かと反省

し て い ま す 。 し か し 仕 事の上で は国民性とか県民性な
ど は あま り 意識 し て お ら ず、 あ く まで も プロに 徹 し 作

品が評価 さ れる こ と を 前提 に し て お り ます。 い い精神

状態 を保 ち 、 い い 衷境の中 か ら ド ン ド ン頭角 を現わ し
て い き た い と平 生 か ら 考 え て います。フランスに い ら っ

し ゃる他の沖縄の方々 も 一生懸命頑張 っ て お ら れるの
で す が、 た だ ヨ ーロッパで は外国人、 と く に 日 本人に
対 す る受入体制が か な り 厳 し い も のです か ら 、 み な さ
ん大変苦労 な さ っ て いるので は な い かと案 じ て お り ま
す 。

松 原 ウチナーンチュと し ての意識が薄 く 、 横のつ な
が り も 弱 い よ う です が、 フ ラ ンスでは結束の思想 は馴

染 ま な い ので し ょ う か。
具志堅 え え 、 ウチナーンチュである こ と を共通項 に
確 認 し て い く 意識 は弱 いと思 う んです。ウチナーンチュ

意識 を 持 つ た め に は 沖 縄 に つ い て も っ と勉強する必要

が あ り ま す ね。 た と え ば、 県人会の リ ー ダーの方々 が

沖縄の文化や歴史 を教 え て く だ さ るな ど し て い た だけ
ると、 自 然 にネットワー ク づ く り やその他 も活発になっ
て い く と思います。 フランスの場合はまだ こ れからで
は な いで し ょ う か。

外にでてわかる 愛国心 （イ タ リ ア）
仲宗根 具志堅 さ んのお話に も あ り ま し たが、 イ ク リ
ア も 同 じ よ う な状況でウチナーンチュと し ての意識が
低 いとい う 思い は確か に あ り ますね。 し か し 、 それは
ウチナーンチュに 限 ら ず、 ヨ ーロッパに いる日本人は
学生とか芸術家 を中心に若い人た ちが多 い こ とに も 原
因 は あるんです。 私自身でいえ ば多良問島とい う 小 さ
な 島で生まれて幼い時に宮古島に出、 そし て沖縄本島
に 来た後、 東京の大学に行 き ま し た。 ですか ら 何とい
いますか、 小 さ い頃か ら 多 良問島のイ メ ー ジが強 く あ
り ま し た か ら 、 宮古島では多良問出身なのを か ら かわ
れた り し ま し た。 沖縄本島で も 、 また本土でも そう い
う こ とはあ り ま し た ね。 私は外国に 出 て10何年にな り
ますが、 ウチナーンチュとい う か多良間ンチュと して
の意識を持っ て お り ます。 年に 一度は沖縄に 帰 り ます
が、 必ず多良間島まで他るよ う に して います。 外国に
出 て 気付い たのですが、 日本人 は比較的愛国心の少な
い国民 だといわれて いるけ ど、 愛国心は実に誰にでも
ある も ので国 を離れるとそれが よ く わかるんですね。
日 本人の悪い癖 だと思 う のですが、 自 分が日本人であ
り なが ら 日本の こ と を けな しますね。 と こ ろが他の誰
かが日本をおと し め た り すると腹 を立て、 突然愛国心
に 変貌する人が多 い。 も と も と愛国心 はあるのに。 ど
う も 日 本人 は国粋主義の思想 を混同 し て いる面がある
よ う です。 同様の こ と はウチナーンチュに も 言 える気
が します。ウチナーンチュと し ての気持 ち はあ っ て も 、

ヨ ーロッパあた り では 自 分一人でまっ た く 違 う 環税の

中で頑張 っ て いか な く ち ゃ い けない。 と く に プロの世

界では、 ど この出身かよ り 、 何がで き るかが問題に な
る。 それで相互に助け合 う こ とが少な か っ たとお も う

んです。 だか ら この大会を契機に、 い ろ い ろ なつ な が
り を作っ て、 今後 は も う 少 し 具体的に沖縄と ヨ ーロッ
パ を結びつ ける何かがで き た ら な あ、 と思 っ て います
が。 それ はたとえ ば芸術で も 、 ピジネスで も い い し、

また私が仕事 に つ い て いる映像方面の交流 も い いです
ね。 特別に 目 新 し い こ とではあ り ませ んが、 ヨ ーロッ
パでは結局 は地道なと こ ろ か ら 始 め て い く のが一番 よ

い方法 じ ゃ な いかと思います。

ア フ リ カ と アジアの接点に （ザン ピア）

高良 （初） ザン ビア はアフリカ 中南部の海抜 1 . ooom

1 8 1  



以上の高原地帯 に あ っ て、 年問 を通 じ非常に 涼 し く 気
候のい い所です。 私 は島 を出て20年余 に な り ますが、

こ の13年間 は ザン ピアで暮 ら し て お り ます。結婚を き っ
か け に 移 っ た も のですか ら 、 国の事情や国民性 を知る
に は絶好の立場 に あ り 、 それを利点 に福祉 と 教育を通
じ て 、 ア フ リ カ と 日 本の相互理解 に 努 め てまい り ま し
た。 こ れまでの経験か ら 、 住んでみる と ど こ も 一緒な

ん だ と い う 気持 ち がますます強 く なる一方です。 今で
は 向 こ う の人問 に な り き っ て います。 た だ、 ザン ビア

に いるウチナーンチ ュ は私一人で、 孤軍花闘 し て お り
ますが、 「沖縄はアジアの入口であ り 、 またアフ リ カ の
入 口 に し て い き た い 」 と 考え、 沖縄 を ザン ピア に 紹介
する こ と に 努 め て います。 し か し 、 ま ず は 日 本 と ザン
ピアの友好 を 固る こ と が先決であ り 、 1987年に ザン ピ
ア に 日 本友好協会 を 設 け て活動 し て お り ます。 今回の
民間大使の任命 に も 、 交流の核 と な り 相互の憫滑油の
役 目 を さ せ て い た だ き た い と お受 け し ま し た。 と こ ろ
で、 個人的な 話 に な り ますが、 私の祖父 は沖縄か ら の
第 1 回の移民 と し て プ ラ ジ ル に 渡 っ て お り 、 父 は戦前

か ら マ ニ ラ に 行 く な ど、 国際派の家庭閑境 に 育 っ てま
い り ま し た。 元来、 沖縄人の血の中 に は窮屈で小 さ な
所 か ら出 て 、 外の社会に 目 を向 け よ う とする精神が脈々
と 流れ て いるのでは な いか と 思 います。 現在 は マ ス コ

ミの発展 も 目 覚ま し く 、 沖縄の情報はザン ピア に も 2 、

3 日 で届 け ら れ、 そ う い っ た点では沖縄を大変身 近 に
感 じ て います。 ア フ リ カ の世紀 と い われる21世紀へ向

け 、 今後 は沖縄の若 い人 た ち も ア フ リ カ に 目 を 向 け ら

れる こ と を願 っ て お り ます。

ウ チナ ワ ン ・ ア イ デ ンテ ィ テ ィ ーを探る

松原 シンポジウム は こ こ まで、 ウチナーンチ ュ のア
イ デンティ テ ィ ー に つ い て 検証を重ねて き ま し たが、

こ れ は ど う も 日 本人 と ウチ ナーンチ ュ とのアイ デンティ
テ ィ ー に は少 し 違 い がみ ら れる よ う ですね。 も う 少 し
突 っ 込 んで、 ヤ マ ト ンチ ュ と ウチ ナーンチ ュの考え方

の違 い に つ い て比較 し て みま し ょ う 。 こ れ は、 2年ほ

ど沖縄 に 住 ん だ ご経験が あ り 、 両者の相違 を よ く 承知
さ れて い ら っ し ゃるヤマ ト ンチ ュ の前川 さ ん に お願 い
し ま し ょ う か。

前川 そ う ですね、 大変難 し い問題ですが、 私が思い
ますに は 、 ウチナーン チ ュ は何かある と み んなで集 っ

て 相互協力の場 を 作る。 横の結びつ き が非常 に 強 い。
そ ん な と こ ろ が移民 と し て 海外に出て現地化する際に

役立 っ て いるん じ ゃ な いで し ょ う か。 相互援助、 相互

理解の絆、 連帯意識の豊かな こ と がウチナーンチ ュ の
良 さ だ と 思い ます。 今回の よ う な 大会 も 沖縄だか ら こ
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そ実現で き た と 言えるで し ょ う 。 一方、 ヤ マ ト ンチ ュ
が海外に出る と 、 現地化 と い う よ り も む し ろ ピジネ ス
戦略を 考 え が ち で端的 に いえ ば経 済 的 な 侵略が メ イン
に な っ て し ま い ます。 そ う し た状況 か ら 経済摩擦が生
じ て く るのです。 私が思 う に 、 ウ チ ナーンチ ュ が う ま

く やればそん な 問覇 も 起 き ず、 現地 に 則 し たソ フ ト ラ
ンデ ィ ングが可能 に なるで は な いで し ょ う か。 そ こ ら
辺 に 両者の違 いが感 じ ら れますね。

松原 経済効率の見地か ら す れ ば、 ヤ マ ト 的 な 経済法
が共存共栄 を 主 と するウチ ナーン チ ュ のや り 方よ り も
い いので し ょ う か。 経済界か ら ご覧 に な っ て い か がで

し ょ う 、 稲硲 さ ん

稲嶺 実情 と し て は 、 沖縄の考 え方は 、 復帰以来本土
の考え方に だん だん近づい て い ます。 ですか ら 今後、
人問的な コ ミ ュ ケーション を ど う 調和 さ せ て い く かが

難 し く 、 課題 と なるで し ょ う 。 経済人の立場か ら い い
ます と 、 沖縄の 自 立の た め に は ある程度、 地域ご と に
弾力性 を持 た せ た制度がぜひ欲 し い ですね。 た と え ば、

現在の フ リ ー ゾーン は 日 本の法律制度の中で運営 さ れ

て いるた め 、 あま り う ま く い か な い。 地方の分権化が
謳われて いるな ら 、 そ れ な り の も の を 期待 し た い と こ

ろです。

ウ チナー ンチ ュ ネ ッ ト ウ ー ク 創世

松原 今回の大会 は各国のウチ ナーン チ ュ が故郷 を再
認識する い い 機会 だ と の意見 を よ く 聞 き ます。 ま た 、
ウチナーンチ ュ ・ ネ ッ ト ワーク を シ ス テ ム化すれば、

来 たるぺ き 21世紀 に 向 け て 沖縄の産業、 経済、 文化、
教育の振興に 寄与 し、 県 内外のウ チ ナーン チ ュ ー が相
互発展で き る と い う 提 案 も 耳 に し ます。

ネ ッ ト ワ ー ク作 り の現場 と 今後の展望
松原 な ぜ こ れまでネ ッ ト ワーク作 り が進まな か っ た

のか、 そ し て ど う すれ ば う ま く い く のか 、 考 察 し て い

き ま し ょ う 。

石川 こ の 「世界のウチ ナーン チ ュ 大会 」 に 、 海外19

カ 国37地域か ら 2 , 000人 を 超える方々 を お迎えする こ と

がで き ま し た が、 大会の構想 は 5 、 6年前 か ら 持 ち 上

が っ て お り ま し た。 そ し て 昭和62年の海邦国体の際に
ミ ニ ・ ウチ ナーン チ ュ 大会 を 開 い て お り ます。 現在、

海外のウチナーンチ ュ は、 二世や 三世 を 中心 に 五世ま

で来て お り ますが、 その数合わせ て27万人 と 報 告 い た

だ い て います。 さ て 、 県 は こ れまで、 移住 さ れ た 方々
と どの よ う にネ ッ ト ワーク作 り を 図 っ て き た か を 申 し

上 げた い と お も い ます。 昭和54年 に 国際交流課設臨、
56年に は 国際交流財 団 を 発足 さ せ て お り 、 こ れ ら を 中



心に海外移住者 を 介 し て 移住先の国 と の交流事業 を進
め て います。 県人会の育成補助、 子弟 を 留学生や研修
員 と し て 受 け入れ る 、 あ る い は海外の記念式典等への

訪問団の派遣 な ど 、 支援に努め て まい り ま し た。 近年
は、 海外移住形態 が か つ て の開拓移住か ら 技術者の移
住に変化す る な ど 多様化 し 、 国際化 も 進む 社会へ有機
的に機能で き る ウチナー ン チュ ・ ネ ッ ト ワークの構築
が緊急の課題 と な っ て お り ます。 こ れ ら を 踏まえ た 一

つの形 と し て 今大会が開催 さ れま し た。 この方々 にネッ
ト ワークの核、 結節点 と な っ て 活動 し て い た だ き 、 今

後の交流 を 展開す る考えです。 大使の任期 は 2年問で
すが、 その交替年 ご と に一 堂に会 し 、 各国情報交換会
議 を 開 い て国際交流の拠点 と な る 施設設立が必要であ
り 、 将 来 は移民資料館の役割 も 兼ね ら れ る よ う 構想 ・

検討 し て い く 所存です。

世界か ら 見 た ネ ッ ト ワ ー ク づ く り
松原 ネ ッ ト ワークづ く り は沖縄の振興 を考え て い く
上で不可欠であ り 、 一 つ一 つ丁寧に積み上 げて い く 作

業 が必要です。 今 後 は外国 か ら お招 き し て い る パネ リ
ス ト のみ な さ ん は、 国際交流最前線で どの よ う に考 え
て い ら っ し ゃ る の か、 お 話 く だ さ いますか。

与那嶺 私 た ち プ ラ ジルの沖縄県人社会に は、 あ る 程

度の基盤がすでにで き て い る と 思 い ますので、 今後 は

県 や 企業 と 協力 し て 文化 や情報のつ な が り を 強 め て い
き た い と 考え て い ます。

松原 こ こ で ハ ワイ か ら の国際軍話が入 り ま し た。 こ

のシ ン ポジウムの模様 は ハ ワイ の 日 本語放送で も 中継

さ れて お り ま し て 、 スタジオにハ ワイ大学の崎原 貢

教授が お いでですのでお話 を う か が いま し ょ う 。 崎原

さ ん は 、 地理的位置 か ら辺境 と 評価 さ れて い る 沖縄の
マイナス 面 を プ ラ スに変 え て い く べ き だ、 と い う 主張

を な さ っ て い ら っ し ゃ いますが。

崎原 え え。 日 本の歴史の見方に よ る と 思 う のですが、

江戸時代の鎖国政策に 象徴 さ れ る よ う に、 日 本人 は と
か く 引 っ 込み 思 案の よ う に理解 さ れが ち です。 し か し

私 は、 それ以前の室町時代の よ う な海外発展の時代 こ
そ、 日 本民族本来の姿で は な い か と 思 っ て います。 沖
縄 は 日 本の辺境 と 言わ れますが、 逆にアジアヘの接点

で も あ り ます。 日 本文化は九州や沖縄の活鮒に よ っ て
異 質 な文 化 が伝 え ら れ た と こ ろ か ら出発 し て い る ので

す。 沖縄が歴史のな かで果 た し て き た役割 を決 し て 過

少評価す る 必要 は あ り ませ ん。 沖縄を辺境で遅れて い

る と い う の は 、 明治以降の東京 主 義が生み出 し た も の

で あ る 。 こ の時 期に沖縄独自 の国際化を考え る べ き で

す。 視点 を 変 え る こ と に よ り 、 沖縄が文化交流の中心

地になれる と 強調 さ せ て い た だ き ます。

松原 崎原さ ん、 ど う も あ り が と う ご ざいま し た。 再
び先ほ どのネッ ト ワークづ く り に話を戻 し た い と 思い
ます。 具志堅 さ ん、 ど う ぞ。
具志堅 私個人 も 一応、 ウチナ ー ンチュ と し ての自覚
を 持 ち 、 機会あ る ご と に私な り に 協力 さ せ て い た だい

て います。 し か し、 こ れまで沖縄収人会 と の コ ミュニ
ケーショ ン は あま り スム ー ズにいかなかっ たのです。
なぜな ら集まる 目 的や内容が充実 し て お ら ず、またリー

ダーにな る人材が育 っ て い な か っ た こ と に原因 し て い
る よ うです。 さ ら にフラ ンス社会では外国人がグルー

プを作っ て固まる こ と は好まれない と い う 状況 も あ り
ます。 ですか ら 今回、 民問大使に選ばれたのを機会に
自覚 を高め、 ネッ ト ワークづ く り の成功 に向 け努力 し
た い と 思います。 その第 1 ステップは、 住んでい る国
に対 し て貢献 し 、 その国か らの協力 を 得 ら れ る よ う に
な る こ と だ と 思います。 フラ ンスでは金儲 け 主 義 は非
常 に 軽 蔑 さ れますので、 私たちウチナ ー ンチュは文化
の面で認め て も ら い た い と 思 っ て お り ます。

仲宗根 イタリアにいるウチナー ンチュは10名前後で、
それぞれ自 分の分野で頑張 っ て います。 近 く ミラ ノで
琉霙の公演があ る ので、 こ れ を き っ かけに集ま り 、 P
Rの協力 をする こ と な どか ら 始め て い き た いですね。
ネッ ト ワークを つ く つ て互いに助 け 合 う のは確かに大
事な こ と ですが、 外国人のグルー プ化 を嫌う ヨ ーロッ

パでは、 その辺 り に も 気 を 配 り ながら連絡を と っ て活

動す る 必要があ り ますね。
高良 （初） ど こ の社会でも 相互に理解 し 合 う こ と は
可能です。 過去10年 は 日 本 と ザ ン ピアの友好関係に努
め て き ま し た が、 こ れか らの10年間 は21世紀に向 け て
沖縄 と ザ ン ピアの関係 も 含め て相互理解にあ た っ て い

く つ も り です。 今までは沖縄 と 私、 日本 と 私 と い う 縦
の図式で し た が、 今回の大会で南米や ヨ ーロッバの各
地域の方々 と の横のつ なが り も 出来ま し たので、 それ
ぞれに連絡を取 り なが ら国際交流に協力 し た いのです
が。
稲嶺 私は外国 と の交流を始め る に は、 ジピネスに よ
る 結 び付 き が一番手取 り 早 く 、 し か も継続 しやすい よ
う に思います。 た と え ば、 私の と こ ろではロサ ン ゼル

スに会社を持ち、 三世の人に経営の大半 を任せ て順調
に成長 し て います。 そ こ では こ れまでに10人を超 え る
南米 日 系人の子弟が コ ン ビュータ関係部門にお り 倫国

し て い るのですが、 そ こ で検討中 なのがソフ トウェア・

ハウス を 南米に つ く る 計画です。 も し こ れが実現 し た
ら 非常に面 白 い結 びつ き がで き るでし ょ う 。 情報産業

な ら ば流通にお け る 時間 や コ ス ト の問題 も 解決が容易
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です。 も ち ろ ん東南アジア に も 同様のプランを考え て
います。 こ の よ う に 、 ピジネ ス の結びつ き を つ く る に
あ た っ て一番 頂 要 な の は 、 各国の県人が その国の国民
と し て 一人前の実力 をつけ頑張 っ て い ただ く こ とです。
た だ言栞の問題があ り ますね。 先のロサンジ ェ ルスの
社長は 日本語 を 話せ ず コ ミ ュ ニケーショ ン を取 る こ と
が難 し い点 も あ り ます。 三世以降と も なれ ば、 こ う し
た 事態が さ ら に 深刻 に な っ て く る で し ょ う か ら 、 お互
い に 積極的な対応策 を考え て いか な く て は な ら な いで
し ょ う 。

沖縄発ウ チナー ンチュ ・ ネ ッ ト ワ ー ク
高良 （倉） 石9 1 l さ んがお し ゃ っ た よ う に 、 沖縄を 中

心 に し た 交流拠点が必要であ り 、 また その組織 を機能
さ せ て 始 め て 強力 な ネ ッ ト ワー ク づ く り が可能 に な る
と思いますね。

また、 今後 は世代交替が進み沖縄を知 ら な い二世か
ら 五世が増 え て き ます。 彼 ら への アプロー チ も 大 き な

課題とな る で し ょ う 。 若い世代の た め に 沖縄への ス タ
ディ ー ・ ツ ア ー な ど を企画 し て い く 必要があ り ます。
と同時 に 、 県人 だけに 限 ら ず、 沖縄の文化や芸術な ど
に 興味 を 持つ外国人への招聘制度の門戸を広げ る こ と
が、 深 い理解や認知 の広が り に つ な が る と思います。
世界の あ ら ゆ る人間に沖縄を理解 し て も ら う こ とと、
ウチ ナ ーンチ ュ の ネ ッ ト ワー ク 強力 にす る こ とは、 根
本的に 同 じ こ とだと思います。
石川 県 と し て も い ろ い ろ な意見や情報の収集蓄積 に

努 め な が ら 、 各国の県人会組織へのバ ッ ク ア ッ プ、 ま
た沖縄文化 を知 っ て い た だ く た め の招聘事業な ど に 積
極的に 取 り 組んでい く 考えです。 し か し 、 国際交流と

い う の は一気 にで き る も ので は な く 、 時間 を か け て 少
し ずつ積み重ね て い か な く て は な り ませ ん。 ですか ら
今回の 「世界のウチ ナ ーンチ ュ大会」 を 第一回と し て

永続的な も の に す る た め に 、 今後の開催 に 関す る 具体
化 を実行委員会で検討 し て い き た い と思います。

松原 時 は対決 か ら 対話へ、 と世界の情勢が変化 し て
い る 今 日 。 こ のシンポジウムで私 た ち はウチナ ーンチュ

と し て の絆 を 確認 し た のですが、 その絆 を大切に し な

が ら 国 際化社会 に 適応 し た形で、 国境を超 え て 物事 を
考え努力 し て い く こ とが、 一番大切 に 思 います。

本 日 は、 み な さ ん、 あ り がと う ご ざ います。• • •  
ウ チ ナ ーンチュと し て の思 い を ぶ つ け たシンポジウ

ム は、 3 時間以上 に お よ ぶ熱い検討 を 終え た。 た ぎ る

よ う な こ のウ チ ナ ーンチュ ・ バ ワー をぜひ次回の大会
開催へと継 ぎ、 こ こ で話合い確認 し あ っ た ネ ッ ト ワー
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ク構想 を 実現へ。 ウチ ナ ーン チ ュ ひ と り 一人 の努力と
活躍が、 や が て 地球 を ひとつ にす る 日 が来 る こ とを願
い な が ら …



17.  経 済 フ ォ ラ ム

世界のウチナ ーンチュネ ッ ト ワークの未来 は、 そ の
基盤 と な る 経済交流のあ り か た に か か っ て い る 。 プ ラ
ジルか ら の経済交流団 も こ の課題に大 き な関心 を も っ
て参加 し た。 基調講演者に は 、 マ ッ ケン ジ ー 大学の知
念 明教授 を 迎 え 、 県内財界人 と パネ ルデ ィ スカ ッ シ ョ
ン を し た。 終 了 後 は 、 懇親会が催 さ れ た。

( 1 ) 日 時
平成 2 年 8 月 25 日 田 13 : 00~15 : 00 

(2) 場 所

沖 縄コンベン シ ョ ンセ ン タ ー会場棟

(3) 主 管
沖 縄 タ イ ムス

主 催

世界のウチナ ーンチュ大会実行委員会

経済フ ォ ー ラ ム式次第
午後 1 時～ 3 時

1 . 主 催者 あ い さ つ 沖 縄タ イ ムス編集局長 3 分
比嘉 一雄

1 . 討 論 総合司会 真栄城守定
・ 基礎報告 マ ッ ケン ジ ー大学教授

知 念 明
・ パネ ルデ ィ ス カ ッ シ ョ ン

・ 質疑応答

懇親パー テ ィ ー

午後 3 時1 5分～

30分

60分

20分

l . 主催者あ い さ つ 沖 縄タ イ ムス社長 比嘉 敬
l . バザ ール運営委員会会長 あ い さ つ

沖 縄信販社長 森 田 恒勝
l . 乾杯の音頭 沖 縄 プ ラ ジ ル文化センタ ー代表

当 銘 由 金
l . 海外代表 あ い さ つ

くパネ リ ス ト 〉

知 念 明氏 プ ラ ジル ・ マ ッ ケンジ ー大学教授
高 良 滋雄氏 プ ラ ジ ル ・ 工業用 ミ シン製作販売会

社社長
東 恩 納良吉氏 ハ ワイ ・ 経営コンサル ク ン ト
仲 間 勝氏 ハ ワイ ・ ツ ー リ ス ト 経営

当銘 由洋氏 ア メ リ カ ・ セ ールスマネ ージ ャ ー

松堂 リ カ ル ド 氏 アルゼンチン ・ 日本ツ ー リ ス ト 社

長
知名 洋二氏 沖縄・ リ ューセ ロ 社長

伊芸 武氏 沖縄 ・ 県経済連常務理事
石川 正一氏 沖縄 ・ 大育情報 ピ ジ ネス専門学校理

事長
大城 貞光氏 沖縄 ・ 琉球銀行取締役国際部長

く司 会〉

真栄城守定氏 沖縄・地域科学研究所所長

！ 基調報告 1
知念 明氏

83年前、 沖縄か ら 多 く の人がプラ ジルヘ と 移住 しま

し た。 言葉が通 じず、 習慣 も 異な り 、 その上、 厳 し い
仕事に耐 え な が ら 、 逆境の中で奮起努力 し頑張っ て こ
ら れま し た。 そ んな一世の努力のお かげで、 二世・三
世は豊かな社会で成長 し、 現在は優れた人材が輩出 し

て います。 し か し 、 彼 らの祖父母の国 は この沖縄であ
り 、 前途 を 考 え あわせ る と 日本の教育を広 く 進め る こ
と が急務であ る と 、 実感 して お り ます。

プラ ジルに は広大で肥 よ く な土地 と 豊富な資源があ
る に も かかわ ら ず、 政治の貧困か ら イ ンフレの苦境に
あ り 、 プ ラ ジル人各 自 が反省すべ き 時期に き て い る と
思います。 そ こ で沖縄の優れた企業か ら経営 ・ 技術を
学び、 資本や技術の導入を検討 し な が ら世界の産業発
展に寄与で き た ら と 考 え て います。 ウチナ ーンチュだ
け に こ だわ ら ず、 本土 と も 融和の精神で互いに解放 し
合い、 世界中の人々 との誠意の交際 を結びた い もので

す。
今回、 私 は プラ ジル ・ 沖縄経済交流団の団長 と し て

来沖 し、 こ の経済フ ォ ーラ ム に参加 し て お り ますが、

私のお り ます プ ラ ジルのマッケンジー大学では創立120

年の記念に沖縄の大学 と 学術交流を進め る 予定です。
こ れ らの交流を手始めに母県 と の結びつ き を さ らに深
め て い き た い と 思 います。 この大会を契機に世界のウ
チナーンチュが一丸 と な っ て繁栄の道を考 え て い け ば、
21世紀 はウチナ ーンチュの時代 と な る で し ょ う 。

I 経済フォ ー ラ ムの要約］
司会 観光先進地のハ ワ イ か ら 見て、 沖縄の リ ゾー ト
整備の方向性 は ど う 考え た ら良 いで し ょ う か。
東恩納 1959年のハ ワイ の人口 は約50万人で、 観光客
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は その半数の25万人 に 過 ぎませ んで し た。 と こ ろ が現
在で は、 人 口110万人 に 対 し て 観光客650万人 と 大 き く
伸びて います。 し か し 、 次第に さ ま ざまな問題が生 じ
る よ う に も な っ て き ま し た。 例え ば喋沌問題、 上下水
道の問題な どです。 ゴ ル フ 場 な どのイ ン フ ラ 整慌 も さ
ら に 必要 に な っ て います。 60年代、 70年代 は、 リ ゾー

ト開発に対する反対の声 は ほ と ん ど聞かれな か っ たの
ですが、 80年代 に 入 っ て か ら サ ト ウキ ピ畑や牧場 を つ
ぷ し て ゴ ル フ 場の造成を行っ た た め 、 地 元 か ら 反対の
声が大 き く な っ て き ま し た。 さ ら に90年代 に は製薬に
よ る水の問題が深刻化 し て います。 そのた め 現在ハ ワ

イ州では、 観光産業 を推進 し な が ら もクリー ン ・ イ ン
ダストリー な ど外の産業 に 目 が向 け られ始めた と こ ろ

です。 例えば、 米国本土 か ら 木材 を運んで家具 を組立
て た り 、 アロハシ ャ ツ やム ー ム ー を 中 心 と し た衣類の

生産、 ラ ンの生産 な どです。 米国本土ではで き な い産
業は何なのか を 考え、 それを や ろ う と 努め て います。
また、 将来エネ ルギ ー問題が さ ら に 深刻化する と 予測
さ れるのですが、 ハ ワイの特色を活か し て サ ト ウ キ ピ

のパカ スや火 山の熱 を利用 し た火力発屯、 海の温度差
を利用 し た 発屯 な ど を検討 し て います。 や は り 、 観光

産業だけ に 頼 ら ずに 、 ほ かの産 業 も 進め て い く ぺ き だ

と 思 いますね。
司会 各国 と 沖縄の交流は、 互 いの要望 に どれ だけ 応
え て い けるか に かか っ て お り 、 それ を一 つひ と つ実行

し て い く こ と が大切なので は な いでし ょ う か。 人的交

流か ら交易ルートを確立 し て い く 。 例えば、 企業 に よ
る農産物の生産の場 を 移 し て 行 う こ と も 一つの方法で
は な い か と 思 う のです が。

知名 農業 に 関 し て 考えてみます と 、 大規模製業の南

米 に 対 し て 沖縄は集約型、 つま り 消役者のニ ー ズ に 適
し た 付加価値の高い も の を作 ら な い と い け ません。 沖

縄の第二次産業 は本土の大手 と 南の安い労働力 に 狭ま
れ大変ではあ り ますが、 し つ か り と 生 き て います。 そ

れ は い い も の を作 っ て いるか ら だ と 思います。 そ う い っ

た こ と を 考 える と 、 南米 を は じ め 他の地域へ沖縄が手

伝えるこ と がある と 思 います。

高良 プ ラ ジル は1964年以来、 経済 も 含 め す べ て が軍

事政権下に あ り 、 こ う い っ た討論 はで き ませ んで し た。

昨年の選学で国民に選ばれた大統領が誕生 しま し たが、
破産状態の プ ラ ジル経済を ど う 立て 直す かが今後の課

題で し ょ う 。 大統領 は 7 月 に それまでの統制経済に市
場経済を 導入。 外国か らの自 由 な投資 を歓迎 し て いる
ので、 プ ラ ジル か ら 沖縄へ何か を 与 え る こ と は現在の
と こ ろ 難 し い。 逆 に 沖縄か ら どん な投賓 を し て も ら え

るか をお伺い し た い と こ ろです。 私 と し て は、 若 い人
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た ち の教育 と 梢報 に必要性 を 感 じ て お り 、 何 ら かの援

助 を 要望 し て お り ます。
松堂 アルゼ ンチ ン に は無肥料で も 良業 がで き る豊 か

な土地があ り 、 人 口の 2 倍の牛 を飼 っ て い ま す 。 現在
の と こ ろ 、 検疫の関係上、 ア ル ゼ ンチ ン か ら の生牛肉
の輸入が禁止 さ れ て いますが、 こ れ は 日 本の進ん だ技
術で克服可能なので は な いで し ょ う か。 こ ん な ふ う に
日 本の技術 を ア ル ゼ ン チ ン ヘ活用 する こ と に 興味 が あ

り ます。
伊芸 私 も 同感です。 今回の フ ォ ー ラ ムの意義 は 県人
が海外のた め に 何がで き るか を 検討 する こ と に ある と
思います。 そ こ で、 典業団体 と し て は 何 がで き るの か。
日 本の食料 自 給率 は49%、 主食の米 に 関 し て は沖縄の
場合、 7 万 ト ンの 消 費 飛 に 対 し 2 千 ト ンの生産 に と ど

まっ て います。 こ れ か ら の沖縄典業 は 消 匹者のニ ー ズ

に 合 わ せ 、 安 全で高品質 な も の を 高 い技 術で生産 し な

け れ ば な り ません。 輸入の 自 由化 も 、 パイ ン が今年か
ら 、 牛肉 ・ オ レ ンジ も 来 年 か ら 実施 さ れます。 現 在 は 、
プラ ジ ル か ら オ レ ン ジ を 、 オ ース ト ラ リア か ら 紫牛 を

召 入 し て 日 本人の味覚に 合 う よ う に 肥 育 さ れて います。
パイ ンの場合 は プ ラ ジル か ら 濃縮果汁 を 入れ、 県 産 バ
イ ン と の プ レ ン ド を 試み て い ま す 。 さ ら に 技術者の派

遣 も 4 年前 か ら 行 な っ て お り 、 今後 も 続 け た い と 思 っ

て います。
司会 経済交流の取組み は 具体的に ど う 進 め て い っ た
ら 良 いで し ょ う か。

大城 経済情報 を 交換 する機関 を 設磁 し よ う と い う お

話があ り ま し た が、 人的 ・ 物的交流 を 進 め るた め に も
沖縄 に その よ う な組織 を つ く る こ と 、 あ る い は既存の

組織 に 部署 を つ く る こ と は 必要 だ と 思 い ま す 。 各国の

リス ト を つ く り 、 日 常的 に 機能 さ せ て い く こ と 。 沖縄

か ら 定期的に経済視察団 を派遣するの も よ い考 えで し ょ
う 。

当銘 情 報 を収集するに は膨大 な 四 用 が必要であ り 、

こ れまで沖縄の企業 に はで き な か っ た 。 県 庁 に 各国の
ピジネス情報 を 調査で き る ポジショ ン を お い て 、 時問

を か け 組織化 し て 取 組ま ね ば な ら な い と 思 いま す 。 何

よ り も 互 いの違 い を 認識 する こ と が大 事で し ょ う 。

司会 南米 と の交 流 に は 沖縄 か ら の視点 と 技 術でウチ
ナー ンチュ・ ネ ット ワー ク を 深 め る こ と が大切であ り 、

ハ ワイの教訓 を い か に 生か し て い く かが沖縄の今後の

課題 だ と い う こ と です ね。 沖縄 を 拠 点 に 情報のネ ッ ト
ワー ク を は り め ぐ ら せ て 、 ビジネ テ ・ チ ャ ンス を み つ

け て い く こ と が沖縄や 各国の発展 に つ な が っ て い く の
で し ょ う 。



I パネ リス ト の意見要約 1

伊芸 武氏
1899年、 当 山 久三が初め て ハ ワ イ に 移民 を 送 り 出 し

て います。 当 時の沖縄 は 非常 に 貧 し く 、 彼 は その苦 し
さ か ら人 々 を 解放 し な け れ ば、 と考え た よ う です。 移
住 し た人 々 は サ ト ウキ ピの集約労慟に 従事 し 、 翌年か
ら 沖縄への送金 があ っ た そ う です。 そのお金が生活 を
助 け 、 戦後の荒廃 も 救援金 に よ っ て 救 っ て も ら いま し
た。

と こ ろ が現在 は 、 南米移民の方々 が 日 本に比べ経済

的に 苦 し い 立場 に あ り ます。 沖縄で生活する我々 が、
海外へ移民 し て いる人々 の た め に 何 を し て い っ た ら よ
いのか を 論 じ て い か ね ば な ら な い時期に 来 て います。

牒業団体と し て も 、 で き る限 り 要請 ・ 要望 に 応 じ て い
き た い と 考え て お り 、 こ の世界のウチナーンチュ 大会
を き っ か け にネ ッ ト ワ ーク を い か に広げて い く か を考

える必 要 が あ る と 思 います。

石川正一氏
世界的な視野か ら 日 本 を 見る と 、 面積 は全体の0.3%、

人 口比率 は 約 3 ％ を 占 め て い ます。 国際貿易 な く し て
日 本経 済 は成 り 立 た ず、 日 本 と 南米の貿易 を考える場

合 に 第一 に 輸送 ルー ト と 交易条件の整備が必要とな っ
て く るで し ょ う 。 高齢化社会の 日 本で は一次産品の生
産比率 を こ れ以上引 き 上げるの は無理 だ と 思われ、 日

本の約1 /8の経費で物 を 生産で き る南米が、 こ れか ら 先

の 日 本 に と っ て ますます重 要 に なる と 予想 さ れます。
現在 は 、 地理的な 要因 か ら ア ジア に 目 が向 い て い て

ア ジア に お ける 日 本の資務 も 大 き な も のがあ り ますが、
2 万km 離 れ て いる南米と も 人的交流 を 通 し て交易条件

を整備 し て い け ば、 交 流 に よ る効果 は大 き い と 期待 し

て います。

当銘由洋氏
東西両 ド イ ツ や ソ連のペ レス ト ロ イ カ に 見 ら れる よ

う に 、 世界の国境 が な く な っ て き ま し た。 そん な 中で

ア メ リ カ は膨大な軍事費や予算 を か け て 多 く の国 を抱

え て いるとい う 難問 を も っ て います。 内政赤字、 そ し
て 貿 易 赤字 を抱え、 物 を つ く っ て も 輸入 し て も あま り
う ま く つ て いま せ ん。 そ ん な 中で大 き な ア メ リカ と 小

さ な沖縄の交流 を考える場合に 、 理論 だ けが先行 し て
も 困 り ます し 、 諌題 を ひ と つ ひ と つ 解決 し て い か な け

れ ば な ら な い と 思 い ます。 相手の存在 を 互 い に は っ き
り と 認識 し 合 う こ と が里要であ り 、 経済力のつ い た 日

本 と の関係、 ヨ ー ロ ッパ を 中心 に ソ 連や東 ヨ ー ロ ッパ

の経済の活性化 を図る必要 が あるで し ょ う 。

東恩納良吉氏
ハ ワ イ と 沖縄の交流は長 く 、 し か も 互い に類似点が

多 い よ う です。 歴史的に言えば、 と も に 独立王国 だっ
たのが 日本や ア メ リカの県 ・州 に な っ た ものです し 、

ど ち ら も 本土か ら 離れた離島です。 人口 は同 じ く ら い
だ し、 オ ワフ島と沖縄は面積 も ほ ぼ一緒。 ハ ワイの産
業・収入ランキングは、 第 1 位・観光業、 第 2 位 ・ 基
地収入や基盤整備な どの連邦政府か らの援助、 第 3 位・

キ ビやパイン を 中心 と し た農業で、 沖縄に非常 に似て

います。
ハ ワ イで成功 し た産業の例や失敗 し た例 を比較研究

するこ と が、 沖縄の貨頂な参考に なる と 思います。

高良茂雄氏
プラジルの面積は852万 2 千m'で 日本の2.5倍、 人口

は 1 億 5 千万人で日本よ り 多 いのですが、 国民総生産
( G N P ) は 日 本の1/6 し かあ り ません。 し か し、 賓源

や国土か ら考える と 大 き な可能性 を秘めた国であ り 、
日本か らの企業投資が200社以上に も のぼ り 、 主 要銀行
も 参加 し て います。今年の 3 月 まです ごいインフレで、
昨年は1800％ に 達 しま し た。 経済成長率 はマイナス、
海外準備金 も 減少、 銀行預金は凍結 さ れて し まい ま し
た。現在 はインフ レ を コ ン ト ロ ール し つ つ あ り ますが、
それで も 3 カ 月で30%、 に達 し て います。 一方、 プラ

ジル は世界で12番目の輸出国で380億 ドルの輸出額にな
り 、 その う ち 日 本への輸 出 は コ ー ヒ ーや大豆な ど24億

ド ルで 7 ％弱 し かあ り ません。
今後 は巨大な国土 と 自 然 を生か し た特産物の輸出へ

期待が高まっ て います。 外資導入 も う ま く い け ば、 21
世紀に 向 け た長期的展望が開 けるで し ょ う 。 そのた め
に も 、 日 本の進ん だハイ テクノ ロジーの投資と農産物

の買い入れ を 日 本政府主導の形で進めて ほ し い。
その う えで沖縄に 望 む こ とは、 情報センター を沖縄

に設岡 し 、 対プラジルの新 たな貿易の可能性を模索す

る こ と、 沖縄か らの経済交流団の派遣、 各国の県系人
同士の交流 を 深 めるた めの各国持 ち 回 り の経済フ ォ ー

ラ ム を 開催する こ と な どです。

仲間 勝氏
ハ ワ イの観光 は ワ イ キ キ が中心だが、 最近 は そ こ も

飽和状態 に な っ て き て お り 、 さ ま ざまな 問題が生 じ て
き て いる。 例えば、 ワ イ キ キ 周辺に は 6 万室 あ っ て従
業員 も 6 万人いますが、 地価の高騰でワイキ キ 周辺に

は 住 め な く な り 、 郊外か ら 通勤するよ う に な っ た。 と

こ ろ が今度 は、 それが要因 と な っ て交通渋滞を引 き 起

こ す と い う 現象が生 じ て いる。
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昨年のハ ワイ は約600万人の観光客が訪れ、 今年は700
万人 を突破 す る の は確実だ と 予想 さ れて います。 その
影響で土産品点が繁盛 し 、 交通 も 活発 に な っ たが、 そ
の一方で人出不足 と い う 問題 も 出て き ま し た。

最近 は 日 本か ら の投資 も 入 っ て き て歓迎 さ れる 反面、
住民の不満 も出て き て います。 し か し 、 県系人の中 に
は沖縄か ら も 投資 し て ほ し い と 要望す る 声 も 聞 こ え て
います。

大城貞光氏
海外参加者の 話 を 大変興味深 く 聞かせて も ら いま し

た。 特 に 、 諸外国の さ ま ざまな分野 に お い て 県出身者
が活躍 さ れ て い る こ と に 対 し 、 う れ し く 思います。 私
ど も の琉球銀行は、 お と と し ニ ュ ー ヨ ーク に 事務所 を
開設 しま し て 、 県人会のみ な さ ん の 協力 を 得 な が ら 、
現在順調 に 業務 を 遂行 し て います。 こ の事務所 を 核 に 、
今後、 相互の経済交流 を進め て い き た い と考え て お り
ます。

さ て 、 沖縄 と 海外 と の貿易状況 を 見ます と 、 輸入に

つ い て は米国が全体の約10％ を 占 め て います。 こ れ は、
石油の輸入 を 除 け ばかな り 大 き なウエ ートに な り ます。
と こ ろ が、海外移住者の多 い 中 南米に つ い て は0. 2％ と
非常 に 少 な い。 世界のウチナー ンチュ 大会に こ れだ け
の人が集まっ た の だか ら 、 こ れ を機に 互 い に理解 し 合

い 交 流 を 深 め る こ と を期待 し た い と 思います。

知名洋二氏
海外か ら い ら し た 皆 さ ん の 話 を 聞 い て い る と 、 20年

前の沖縄 を 思 い出 し ますね。 先月ポリ ピアに行っ て き

ま し た が、 そ こ も 昔の沖縄 を 見て い る よ う で し た。我々

は過去の こ と を忘れたまま現在まで き て しま っ た よ う

な気が します。
沖縄の120万県民 は、 皆が必ず何 ら かの形で海外 と つ な

が り を持 っ て い る は ずです。 終 戦後、 県民 は い ろ い ろ
な 面で海外県系人の支援 を い た だ き ま し た。 私 も ハ ワ

イ の親類か ら 仕送 り し て も ら っ た経験があ り ます。 そ

ん な こ と が あ っ て 、 今、 我々 は豊かな生活 を し て い る
の だ と 思 います。 我々 が今で き る こ と は な い のか、 何

ら か の形で役に 立 つ こ と がで き な いか、 それ を考え て
い く べ き で し ょ う 。

松堂 リ カ ル ド 氏

アルゼンチンでは、 1970年か ら 85年の間 に通貨価値
が 9 ケタ も 落 ち ま し た。 し か し 、 アルゼンチン人 は そ
れで も 平気で し た。 イ ンフ レ に慣 ら さ れ る と 、 な い と

不安に な る も の な のです。
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イ ンフ レ の要因 は対外債務 の圧力 や対英戦争な ど。
その影響で食料品価格 を 安 価抑 え つ け が起 こ り 、 輸出
の主力であ る 農業が不振 に な っ て います。 現在、 政府

は祖信電話や航 空 な ど の 赤字国営企業の 民 営化を進め
て います。 「未来の国」 と いわ れ る ほ ど豊宮 な 資源 を も
つアル ゼ ンチンが、 日 本の競争、 貯蓄、 投資意欲、 勤
勉性 を学んでイ ン フ レ 要因 を 取 り 除 い て い け ば、 次第

に よ い方向 に 向 か っ て い く は ずで す 。



18. フ ィ ナ ー レ セ レ モ ニ ー

本大会のフィ ナ ー レ は、 世界の ウ チ ナ ー ンチュ ネ ッ
ト ワーク の は じ ま り で も あ り ま す。

大会長、 来賓、 各国代表挨拶 は、 世界の ウ チナ ー ン
チュの 未 来 を 激励す る メ ッセ ージとな り ま す。

ア ト ラ クショ ン で は 、 県内のタ レ ン ト に よ る 催物各
種 の他、大会の最 後 を飾 る にふ さ わ し い大カチャ ーシー

大会、 花火大会 を 開催 し ま し た。

( l ) 日 時
平成2年 8 月 26 日（日） 18 : 30~20 : 45 

(2) 場 所
沖縄コ ンベ ン ショ ンセ ンター展示棟

③在伯県人会 「兄弟小節」 6 ' 

④フィ エスタ ・ フィ リ ピ ン ヤ ーナ 10' 

⑤宜保マ ウロバ ン ド 10' 

⑥ ｀空手 ・ エイサ ー” パーラ ンクー 10' 

⑦祝い節、 だん じ ゅ か り ゆ し （民謡研究会） 5 ' 

⑧ り ん け んバ ン ド 10' 

⑨エスコラ ージ ・ サ ンパ 8 ' 

20 : 19 く大カ チャ ーシー大会） 21分
デモ ンス ト レ ーショ ン 12' 

さ あ、 お ど り ま し ょ う 5 ' 

大カチャ ーシー大会 4 ' 

20 : 40 （フィ ナ ー レ〉 3 分
旅立 ち を送 る 言葉／翁長副知事 l ' 

「 て い ん さ ぐの花」 斉唱 2 ' 

フィ ナ ー レ ・ セ レ モ ニ ー 進行表 20 : 43 く終了〉 琉球国祭太鼓、 演奏 し な が ら パザー ル
く 18 : 00会場＞ 会場に向か う

18 : 30 くプロロー グ〉 サ プテ ーマソ ン グ合唱 5 分
沖縄市少年少女合唱団、 織音児童合唱団

18 : 35 くセ レ モ ニ ー 〉

• お 礼 の言葉
• 実行委員会会長挨拶 西銘知事
• 海外在住者代表挨拶

①安里 デ ニ ス
②親泊フィ リ ピ ン 県人会長
③山城勇伯 県 人会 長
④ペルー 堀川 カ ロ リ ナ

・ 万国津梁の民宣言
1 9 : 04 く ア ト ラ クショ ン 〉

①エ イ サ ー（琉球国祭太鼓）
②ポ リ ピ ア 舞踊

20分

5 ' 

9

9

9

9

 

3
3
3
3
 

75分
8 ' 

6 ' 

万国津梁の民宣言
私た ち は、 ふ る さ と沖縄に集い、 語 り 合いふれ

あ い の中か ら 、 沖縄の歴史と文化に誇 り を持 ち 、

二十一世紀に向か っ て 、 沖縄その広が り を求めて、

常に進取の精神 を発揮 し、万国の津梁の民と し て 、

世界の平和と郷土の発展のた めに船出 す る こ と を

こ こ に宜言 し ま す。

平成 2年 8 月26 日

世界の ウチナ ー ンチュ大会実行委員会

会長 沖縄県知事 西 銘 順 治
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IX 市町村イベン ト実施状況
市町村名 I ィ ペ ン ト 名 イ ペ ン ト 内 容 表彰等の有無 海外参加者旅tt負担等

那 覇 市 1 1)  「 イ チ ャ リ パ ・ チ ョ ウ 1 1 ) 海外在住者紐 、 在住国の情報等 • 国際交流促進の意見交換

デー」 交流パー テ ィ ー 会沢制 (2 , 000円 、 立食バー テ ィ ） 、 芸能披露、 民問大使挨拶

2) 日 時 ： 8 月 24 日 19 : 00~21 : 30 3) 場所 ： 自 治会館 I F ホ ー ル

4) 出席者 海外約 150名 地元約 100名 （市三役、 市部長、 議員 、 自 治会長、 那爆f市都市提携市民の会、 那覇商工会議所役員 、 那鼠f?t年会

18名 に 妬彩状 を授与

議所役日 、 那副市記者 ク ラ プ、 那覇市観光協会役員、 那覇市婦人連合会）

5) 主催 ： 那覇市、 那覇市都市提携市民の会、 那覇市観光協会

無

2) 「ふ る さ と ナ ー フ ァ め ぐ 1) 市内名所旧跡 ・ 公共施設め ぐ り 、 市の記録映画上映 （ ガ イ ド ： 文化財潤五審滋会委a 2 名 、 文化振躾課議tl l 名、 都市計画課醗月 3

り 」 1 名）

2) 日 時 ： 8 月 27 日 9 : 30~16 : 30 

3) 出席者 約 150名 （大型バス 3 台） 4) 主催 ： 那覇市、 那覇市都市提携市民の会

3) 世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ

I

1 ) 海外で活躍 す る 新進気鋭の ウ チ ナ ー ン チ ュ の美術家の絵画展を開催 す る 予定で、 そ の魅展 を開催。

絵画展魅展 2) 主催 ： 那狐l市、 琉球新報社 3) 日 時 ： 8 月 21 日 ～ 9 月 2 日 4) 会場 ： 那覇市民ア ー ト ギ ャ ラ リ ー

5) 出展作家 14名 （ フ ラ ン ス 7 名 、 ペ ルー 3 名、 米国 3 名、 ア ル ゼ ン チ ン 1 名）

6) 出品作品数 27点

石 川 市 l 海 外 イ シ チ ャ ー ン チ ュ 歓迎 I I ) 歓迎夕食会、 芸能披露 2) 日 時 ： 8 月 27 日 ）8 : 30~20 : 30 無 無

夕食会 3) 場所 ： パ レ石川

4) 出席者 海外 12名

地元100名 （市三役、 市部課長、 議月、 教行長、 各種団体の長）

具志川 市 I 市出身者歓迎会 ）） 食19会 と 俯報交換 、 意見交換 2) 日 時 ： 8 月 27 日 16 : 00~ 19 : 00 

3) 湯所 ： キ ャ ッ ス ルハ イ ラ ン ダー

4) 出席者 海外）30名 （ プ ラ ジ ル、 ベルー ほ か）

地元200名 （市三役、 教百委日長、 議且 ほ か）

無 無

I

9
I
 

宜野而市 1 宜野酒市歓迎 レ セ プ シ ョ ン 1 1) 歓迎 レ セ プシ ョ ン （余輿及び懇親） 氾念品昭呈 （特注の琉球

2) 日 時 ： 8 月 24 日 18 : 00~ 3) 場所 ： 市農協 3 階 シ ュ ビ ラ ン ス びんがたのテ ー プル ク ロ

4) 出席者 海外38名 （民1111大使、 特別招待者ほ か） ス と 読 谷 山 花 織 テ ィ ー

地元186名 （市三役、 議U 、 自 治会長、 老人・婦人団体役日 、 海外 サ ー ジ）

参加者（す添い人等）

無
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市町村名 イ ベ ン ト 名 イ ベ ン ト 内 容 表彰等の有慧 海外参加者旅費負担写

宮古地区 在外宮古出身者歓迎交流会 1 ) 芸能披露、 記念品の間旦 （宮古上布 を利用 し た ネ ク タ イ • 財布） 、 宮古 の ピ 慧
（平良市 （主催 ： 宮古市町村会） デオ紹介、 市町村勢要覧の配付

城 辺 町 2) 日 時 ： 8 月 24 日 3) 場所 ： 自 治会館

下 地 町 4) 出席者 海外 18名 （ ボ リ ピ ア 姐人会長ほか）

上 野 村 地元80名 （市長 、 限議 、 副議長、 在沖宮古郷友会長ほか）

伊良部町

合同実施

石 垣 市 石垣市出身者歓迎懇親会 1 ) 歓迎懇親会ー島内視烈 ( 8 /28) 2) 日 時 ： 8 月 27日 19 : 30~ 無 負担粕 ： 石垣ー那●IIIIの航空

3) 場所 ： ホ テ ル ミ ヤ t: ラ 賃 及 び 2 泊 3 日 の 宿 泊 料 金

4) 出席者 海外 8 名 （ ス ウ ェ ー デ ン民間大使 ほ か） （但 し 、 親戚宅での宿泊者に宿

地元50名 （市三役、 市関係部課長、 各種団体長等） 泊料 は支給せず）

浦 添 市 1 ) 歓迎会 1) 歓迎会 と 市内視察 2) 日 時 ： 8 月 28 日 視察 10 : 00~16 : 00 無 南米か ら の参加者 6 名 に 支給

2) 市内視察 公共施設案内 ・ 老人 ク ラ プ と ゲ ー ト ポ ー ル交流会 滞在lt負担 1 人25万円

歓迎会 ］8 :  30~ 3) 出席者 ： 海外36名 地元 ： 150名 計 150万円

名 護 市 歓迎 レ セ プシ ョ ン l) 歓迎 レ セ プ シ ョ ン 2) 日 時 ： ゆ月 27 日 19 : 00~21 : 30 無 無

3) 場所 ： ホ テ ルゆがふイ ンオ キ ナ ワ

4) 出席者 海外350名 （各国限人会、 ハ ワ イ 交流団メ ンパー）

地元 150名 （市三役、 区長、 議員 、 各種団体の長）

糸 満 市 1 ) 市内視察 l) 市内視察 2) 日 時 ： 8 月 27 日 14 : 00~18 : 00 無 無

市内名所旧跡 ・ 公共施設

2) 糸満市民海外移住者歓迎 l) 歓迎会 2) 日時 ： 8 月 27 日 18 : 30~21 : 00 

のタベ 3) 場所 ： 市社会福祉セ ン ク ー

4) 出席者 海外56名 （ プ ラ ジ ル屎人会長、 プ ラ ジ ル民間大使、 カ ナ ダ民間大

使ほか） 地元390名 （市三役、 議会議長 、 議貝、 区長、 教育委月長

ほか委員）



市町村名 イ ベ ン ト 名 イ ペ ン 卜 内 容 表彰等の有無 海外参加者旅費負担等

沖 縄 市

国 頭 村 国頭村出身者歓迎 の タ ベ l ) 海外参加者に よ る 村内視察ーそ の後歓迎夕食会 （村祭 も 同時開催、 その祭 無 無

会場 （前夜祭） で「村民 と の集い」 と し て村民 と の交流会を実施）

2) 日 時 ： 8 月 25 日 ～ 8 月 26 日

3) 場所 ： 国頭村農民研修所及び村祭会場

4) 出席者 ： 海外40名 （ペルー県人会長ほ か）

地元150名 （村三役、 議員 、 区長ほか）

大宜味村 村出身参加者の歓迎交流会 l ) 輝土料理、郷土芸能披露、 記念品賠呈 （芭蕉布製品のループク イ と プロ ーチ） 、 無 無

地元出席者 1 .000円 の会費

2) 日 時 ： 8 月 24 日 15 : 00~17 : 00 3) 場所 ： 村晨村閲税改善 セ ン タ ー

4) 出席者 海外25名 （特別招待者、 民flll大使ほか）

地元200名 （村三役、 議員、 区長、 那覇在住郷友会長、 収工業連合

会長ほか）

東 村 第13回東村納涼祭 り 及 び世 1 ) 村民角力大会、 花火 シ ョ ー、 民謡 シ ョ ー 、 子供エ イ サ ー 、 村出身者歓迎会 無 無

界 の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会参 2) 日 時 ： 8 月 24 日 15 : 00~17 : 00 3) 場所 ： 村晨村閃境改善 セ ン タ ー

加村出身者歓迎会 4) 出席者 ： 海外 13名 （ プ ラ ジル屎人会顧問ほか）

地元約 1000名 （村三役、 区長、 各団体の長、 そ の他村民）

今帰仁村 世界の ナ キ ジ ン チ ュ 歓迎の 1) 歓迎夕仕会 2) 日 時 ： 8 月 24 日 無 無

タ ペ 3) 村 コ ミ ュ ニ テ ィ ー セ ン ク ー

4) 参加者 面名）5名 （民IUI大使ほ か）

地元 村三役、 教育長、 議員 、 区長、 団体長

本 部 町 町出身者歓迎会 l) 歓迎会 （郷土芸能披露等） 2) 日 時 ： 8 月 28日 15 : 00~ 無 無

3) 場所 ： ア ク ア ポ リ ス
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4) 出席者 海外一ー 地元）06名 （町三役、 教育長 ・ 教W委員、 議員 、 区長等）



194 市町村名 イ ペ ン ト 名 イ ベ ン ト 内 容 表彰等の有無 海外参加者旅R負担等

恩 納 村 1 ) 海外参加者村内視察一歓迎会 （ ア ト ラ ク シ ョ ン と 琉球賃踊 を披露） 焦 無
2) 日 時 ： 8 月 28 日 14 : 00~18 : 00 

3) 場所 ： 恩納村 コ ミ ュ ニ テ ィ ー セ ン タ ー大会議室

4) 参加者 ： 海外26名 （米国ハ ワ イ 、 カ ナ ダ、 ペルー、 プラ ジル）

地元130名 （村三役、 教訂委員 、 議会議n 、 区長会 、 各団体長 、 親兄弟、 親戚、 役場戟n)

宜野座村 世界のギ ノ ザ ン チ ュ 大会 l) 海外参加者村内視察及 び 薫 村"fi担 ： 7 人

歓迎夕介会 （村内各区の伝統芸能 を 楽 し み な が ら 村民 と 交歓） 支給基準 ： 県の大会実行委
2) 日時 ： 8 月 22 日 14 : 00~18 : 00 fi会基準 と 同額で往復
3) 場所 ： 宜野座村中央公民館ホ ー ル 航空沢のみ
4) 出席者 ： 海外53名 （米国 JO、 プ ラ ジ ル 15、 ペルー 14、 ア ル ゼ ン チ ン 14)

地元 150名 （村三役、 蹟日、 区長、 役場戟U ｀ 教訂委月 、 良業委月 、 各団体長 、 学校長等）

金 武 町 世界の シ マ ン チ ュ の集い 1 ) 歓迎昼食会、 各国か ら符せ ら れ た 木の苗や纏子 を町に閉呈。 富山久三翁 無 負担額 ： 航空只実Rの全額
歓迎昼食会 頻彰式参加、 町 ま つ り の歩行バ レ ー ド 参加 • ま つ り 視寮

2) 日 時 ： 8 月 25 日 12 : 00~13 : 30 3) 場所 ： 役場大 ホ ー ル 負担人数 ： I I名
4) 出席者 海外73名 （ ロ ス 屎人会長 ほか） （総粕3 , 265 , 586)

地元120名 （町三役、 議月、 区長ほか）

視察 中南部 ・ 北部 を 2 日 問 に渡 り 視寮

伊 江 村 村出身者歓迎会 1) 歓迎会ー記念品賠呈 2) 日 時 ： 8 月 16 日 19 : 30~ 焦 無

3) 場所 ： 農村閲坦改善 セ ン ク ー

4) 出席者 ： 海外 2 名 （ フ ラ ン ス 民llll大使、 米国）

地元1 50名 （村三役、 議員 、 教行委日 、 婦人会、 老人会、 同級生、 親戚ほ か）

与那城村 慨里訪問歓迎祝賀会 l) 食事会、 芸能披露、 記念品賠呈 2) 日 時 ： 8 月28 日 18 : 00~ ア ル ゼ ン チ ン の永年在住 慧

3) 場所 ； 村立中央公民館 者に 感謝状 と 祝金 を 支給

4) 出席者 海外27名 地元300名

勝 連 町 大会参加郷里訪問歓迎のタ 1 ) 式典及び郷土芸能披露 2) 日時 ： 8 月 24 日 18 : 00~ 無 無

ペ 3) 場所 ： 町農民研修セ ン ク ー ホ ー ル
4) 出席者・： 海外39名 地元 133名 （村三役、 議員 、 村幹部殿員 、 良業委員 、

区長、 各団体長ほ か）



市町村名 イ ペ ン ト 名 イ ペ ン ト 内 容 表彩等の有無 海外参加者旅費負担等

読 谷 村 世界のユ ン タ ン ザ ン チ ュ 1) 伝統芸能披露、 記念品贈呈 （読谷山花織） 、 村内施設案内、 記念植樹 無 無

歓迎交流会 2) 日 時 ： 8 月27日 3) 残波岬 ロ イ ヤルホ テ ル

3) 出席者 海外73名 （ カ ナ ダ 4 、 ハ ワ イ 1 1 、 プラ ジル25、 ア ル ゼ ンチ ン 8 、 ボ リ ピ ア 16、 ペルー 7 、 ロ サ ンゼルス 2 )

地元363名 （議員、 区長、 歴代三役、 農業委員、 教育委員 な ど、 親戚143)

嘉手納町 町出身者歓迎会 1) 立食パーテ ィ ー 、 郷土芸能等披露、 記念品贈呈 （嘉手納町史、 分村35年史、 無 無

野国紀管 ミ ニ チ ュ ア、 漆器、 町勢要覧）

2) 日 時 ： 8 月 25 日 19 : 30~ 3) 場所 ： 町中央公民館

4) 出席者 海外13名 （特別招待 ・ 民間大使 4 名、 ほ か米国、 プラ ジル、 ポ リ ピ ア 、 カ ナ ダ、 フ ラ ン ス ）

地元221名 （町三役、 歴代村町長、 歴代議会議長、 元議員、 議員、 教育委員長、 自治会長等）

北 谷 町 よ う こ そ北谷町へ＿ 1) 歓迎立食バー テ ィ ー （芸能関係披露） 無 無

町出身者歓迎のタ ベ 2) 日 時 8 月 24 日 18 : 00~ 3) 場所 ： 町中央公民館

4) 出席者 ： 海外25名 （ハ ワ イ 只人会副会長ほか）

地元200名 （町三役、 教育委員、 自 治会長、 議 員 ほ か）

北中城村 1) 村内案内 と 交流 グ ラ ン 1) 村内名所旧跡案内及び グ ラ ン ド ゴルフ 大会 無 無

ド ゴ ル フ 大会 2) 日 時 ： 8 月 25日 9 : 45~ 3) 出席者 海外33名 地元60名

（村三役、 村課長、 自 治会長、 村民）
．． ．．．．．．．疇．．．．．—•- -·.． . . ..  · • · •..．．. ----------········-―.．．．.．．..．．.．.......... ....... ．．..．..．．．．--- .. ． ． ． ．.．．．．．... . . ....········- · · ·  

2) 海外同胞歓迎 の タ ベ 1) 歓迎会 2) 日時 ： 8 月 25 日 19 : 00~ 

3) 場所 ： リ ー ジ ョ ン ク ラ プ

4) 参加者 誨外70名 （ ア ル ゼ ン チ ン元県人会長、 ワ シ ン ト ン D C !Q人会長、 南カ リ フ ォ ルニ ア 瓜人会長ほか）

地元317名 （村三役、 村課長、 字自治会長、 村議員）

中 城 村 村出身者ふ る さ と 訪問歓迎 1) 村内視京 （名所・旧跡・公共施設な ど） 歓迎交流会 （郷土芸能被露な ど）

交流会 2) 日 時 ： 8 月 24 日 1 4 : 00~（視察） 18 : 00~（歓迎交流会）

3) 場所 ： 村体打館

4) 出席者 海外80名 （民fll1大使ほか）

地元250名（村三役、議会議員、教育委員 、 自治会長、 農業委 員 ほ か）
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市町村名 1 イ ペ ン ト 名 イ ペ ン ト 内 容 表彰等の有薫 海外参加者旅賣負担等

西 原 町 1 西原町国際親善ゲ ー ト ポ ― | I ) 出席者 涵外60名 （ プ ラ ジル県人会チー ム） 地元1 10名 （町老人 ク ラ プチー

ル大会 · .1,. ) 

2) 日 時 ： 8 月 18日 9 : 00~ 

3) 場所 ： 西原中学 グラ ウ ン ド
ト ・ ． ． ． , . . . .  

夕 食歓迎会 I) 酉原町国際親善の集い （第一部歓迎式典、 第二部伝統芸能の タベ）
2) 日 時 ： 8 月 25 日 16 : 00~ 3) 場所 ： 都バ レ ス

4) 出席者 ： 海外130名 地元400名 （町三役、 済防長、 教百委員長 、 区長等）

薫 無

豊見城村 1 世界の ト ミ グ ス ク ン チ ュ 歓 1) 芸能披露、 記念品閉呈、 記念扱影、 立食バー テ ィ ー

迎会 豊見城ふ る さ と 特派R の認証式 ( 6 人）

(World-Wide Tomigusu- 1 2) 日 時 ： 8 月 24 日 14 : 00~ 3) 場所 ： 村立中央公民館

4) 出席者 海外21名 （ ア ラ ス カ 瀬長勉氏 ほ か）kun Reception) 

無 無

地元250名 （村長、 名誉村民、 区長、 自 治会長 、 教育委月 、 議n ほか）

東風平町 I l) ゲ ー ト ポ ー ル大会 海外移住者チ ー ム と 東風平町のゲー ト ポ ー ル愛好者 と 交流試合及び懇親会 海外移住者全 員 に 記念品
l) 日 時 ： 8 月 1 2 日 2) 場所 ： 東風平町述動公園 多 目 的広場 1 （獅子） と 記念 タ オ ル を

閉 る

無

ト— - -

2) 歓迎のタペ 1) 歓迎会 2) 日 時 ： 8 月 22日

3) 場所 ： 町晨村環境改善 セ ン ク ー

4) 出席者 ： 海外48名 （民間大使ほか）

地元］ 15名 （町三役、 議員 、 区長、 役場管理職員等）

具志頭村 I 村出身参加者歓迎 の タ ベ I I) 歓迎セ レ モ ニ ー と 芸能鑑賞 8 月 24 日 17 : 30～晨村現坦改善 セ ン タ ー

芸能披露、 記念品贈呈、 檄励金等贈呈

出席者 淘外19名 （ プ ラ ジル14名 、 ペルー 4 名 、 北米 1 名）

地元500名 （村三役、 教育長、 教育委員 、 議員 、 婦人会 、 区長ほ か）

2) 歓迎夕食会 8 月 24 日 19 : 30~ 具志頭給油所 レ ス ト ラ ン

出席者 海外19名 （ プ ラ ジル14名、 ペルー 4 名 、 北米 1 名）

地元70名 （村三役、 教育長、 教育委員 、 議員 、 婦人会、 区長ほか）

需 無



市町村名 イ ベ ン ト 名 イ ペ ン ト 内 容 表彰等の有無 海外参加者旅費負担等

玉 城 村 夕食歓迎会一村内名所 ・ 旧 l)海外参加者 を村内名所旧跡を案内。 そ の後歓迎会（村の伝統芸能を披露， 記 無 無

跡巡 り 念品諮呈ー焼物 と ふ る さ と紹介 ピデオ）

2) 日 時 ： 8 月 24 日 11 : 00~16 : 00（村内巡 り ） 17 : 00~20 : 00 （歓迎会）

3) 場所 ： 村中央公民館

4) 出席者 海外28名 （ハ ワ イ 県人会ほか）

地元123名 （村三役、 区長、 教育委員長、 議会議長ほか）

知 念 村 激励会及び村内視察 1) ア ト ラ ク シ ョ ン、 激励金支給 ( 1 人 1 万円の22人に支給）、 記念写真贈呈 無 無

2) 日 時 ： 8 月 24 日 3) 場所 ： 村社会福祉セ ン タ ー

4) 出席者 海外22名

地元105名 （村三役、 出身只議、 村議、 晨業委員 、 教育委員、 役場

職員、 区長、 親戚、 晨協臓員、 漁協職員

佐 敷 町 町出身者歓迎のタペ 1) 芸能披露、 ふ る さ と の今昔写真展開催、 町内の文化財巡 り ・ 公共施設案内 無 無

2) 日 時 ： 8 月 24 日 18 : 00~ 3) 場所 ： 町老人福祉セ ン ク ー

4) 出席者 ： 誨外37名 （ プ ラ ジ ルの大学学長ほか）

地元160名 (IJ三役、 議員、 区長、 教育委員、 農業委員、 親戚ほか）

与那原町 歓迎のタペ 1) 芸能披露、 記念撮影、 記念品閉呈 （ シーサ ー の焼物•町史•40周年記念史等） 無 無

2) 日時 8 月 25 日 16 : 00~ 

3) 場所 ： 町社会福祉セ ン ク ー

4) 出席者 海外29名 （ サ ク ラ メ ン ト 1 、 ハ ワ イ 4 、 プラ ジル12、 ペルー 8 、 サ イ パ ン 1 、 ポ リ ピア 1 、 ア ル ゼ ンチ ン 2 )

地元300名 （町三役、 各団体役員、 区長、 教育委員、 親戚ほか）

大 里 村 南部観光視察 l) 村内、 玉泉洞、 南部戦跡視察 9 : 00~15 : 00 無 無

交流会 と 歓迎会 2) 交流会（移住事業の経過説明、 移住地の現況説明、 村の現状報告、意見交換、

記念品贈呈） 15 : 00~17 : 00 

3) 歓迎会（歓迎パー テ ィ ー、 芸能披露） 18 : 00~20 : 00 

4) 日時 ： 8 月 25日 5) 場所 ： 村晨村躙境改善セ ン タ ー

6) 出席 誨外51名（民間大使、 プラ ジル、 米国、 ア ル ゼ ン チ ン、 ポ リ ピア）

地元150名 （役場職員課長以上、 議員、 区長、 教育委員 ・ 農協職員鰈長以上、 教育委員等）

197 



198 市町村名 イ ペ ン ト 名 イ ペ ン ト 内 容 表彰等の有無 海外参加者旅＂負担等

南風原町 町出身参加者歓迎会 1) パイ キ ン グ方式の食!fl会 と 各字の伝統芸能の披露 無 無

2) 日 時 ： 8 月 25 日 3) 場所 ： 町立中央公民館

4) 出席者 ： 海外40名 地元100名 （町三役、 議R、 区長 ほ か）

仲 里 村

具志川村 夕食歓迎会 1) 夕食歓迎会 2) 日 時 ： 9 月 5 日 無

3) 場所 ： 村内 レ ス ト ラ ン

4) 出席者 ： 海外 3 名 （ プ ラ ジ ル 幸地消洪ほか）

地元10名 （村三役、 議長 、 教行長 ほ か）

渡嘉敷村 無

座間味村

粟 国 村 無

渡名喜村 無

南大東村 無

． 

北大東村 無

伊平屋村 無 無 旅rt 1 部負担 ( l 人 当 た り 3

万 円 を 5 人に支給）



市町村名 イ ペ ン ト 名 イ ペ ン ト 内 容 表彰等の有無 海外参加者旅費負担等

伊是名村 歓 迎 会 並 び に イ ゼ ナー ン l) 交流会、 繹土芸能披露 2) 日 時 ： 8 月 24 日 19 : 00~22 : 00 焦 1 人あ た り 5 万円支給

チ ュ の国際交流 3) 場所 ： ゅ う な荘 （那覇市） 負担人数11名

4) 出席者 海外11名 （出身者全員） 地元250名 （村三役、 議員、 郷友会等）

多 良間村 無

竹 富 町 夕食会 1) 町長ほか 3 名で、 カ ナ ダの カ ルガ リ ー か ら 参加 し た民間大使 1 名 と 那覇で 無 無

夕食会

2) 誨外参加者 1 名の み 3) 竹富町、 西表の大原、 船浦 に横断幕を設置

与那国町 無
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